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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

Ｎ
Ｙ
・
Ｎ
Ｊ
港
湾
公
社
（
ポ

ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
）
は
４

日
、
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｈ
鉄
道
の
運
賃
値

上
げ
を
施
行
し
た
。
１
回
乗
車

は
25
セ
ン
ト
増
の
３
ド
ル
25
セ

ン
ト
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
Ｐ
、
ス
マ
ー

ト
リ
ン
ク
、
ペ
イ
パ
ー
ラ
イ

ド
・
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
の
す
べ
て

の
支
払
い
が
対
象
と
な
る
。
Ｔ

Ａ
Ｐ
Ｐ
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

10
、
20
、
40
回
乗
車
は
乗
車
１

回
当
た
り
25
セ
ン
ト
増
の
３
ド

ル
10
セ
ン
ト
、
シ
ニ
ア
と
障
害

者
対
象
の
割
引
料
金
は
10
セ
ン

ト
増
の
１
ド
ル
60
セ
ン
ト
と
な

っ
た
。
そ
の
ほ
か
新
料
金
の
詳

細
はhttps://www.panynj.

gov/path/en/fares.html#-
fares

を
参
照
す
る
。
同
港
湾

公
社
は
２
０
２
９
年
ま
で
毎
年

１
月
に
25
セ
ン
ト
値
上
げ
す
る

こ
と
を
発
表
し
て
お
り
、
最
終

的
に
１
回
の
乗
車
は
４
ド
ル
と

な
る
。

　

同
鉄
道
は
今
月
17
日
、
25
年

運
休
し
て
い
た
ホ
ー
ボ
ー
ケ
ン

駅
〜
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
駅
の
直
行
列
車
の
週
末
運

行
を
再
開
し
、
週
末
の
ピ
ー
ク

時
も
迂
回
を
す
る
必
要
が
な
く

な
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
ス
ク
エ

ア
駅
〜
33
丁
目
駅
と
ホ
ー
ボ
ー

ケ
ン
駅
〜
33
丁
目
駅
は
午
前
10

時
〜
午
後
９
時
は
10
分
毎
、
ホ

ー
ボ
ー
ケ
ン
駅
〜
ワ
ー
ル
ド
ト

レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
は
毎
20
分
運

行
す
る
。
ま
た
金
曜
夜
は
こ
れ

ま
で
40
分
だ
っ
た
待
ち
時
間
が

午
前
２
時
ま
で
毎
20
分
の
運
行

と
な
る
。

　

Ｎ
Ｙ
州
当
局
は
４
月
15
日
、

条
件
を
満
た
す
家
庭
を
対
象
に

無
償
で
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を

提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
請

受
付
を
開
始
し
た
。
同
福
利
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｎ
Ｙ
ク
ー
リ
ン

グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ス
・
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
」
は
、
低
所
得
世
帯
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
を
支
援
す
る

ホ
ー
ム
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ア
シ

ス
タ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｈ

Ｅ
Ａ
Ｐ
）
の
一
環
で
、
１
世
帯

当
た
り
エ
ア
コ
ン
お
よ
び
扇
風

機
１
台
を
無
料
で
提
供
し
、
設

置
費
や
古
い
製
品
の
処
分
も
賄

う
。
対
象
は
、
持
ち
運
び
可
能

な
製
品
は
上
限
８
０
０
ド
ル
、

壁
貫
通
型
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は

１
０
０
０
ド
ル
ま
で
。
受
給
条

件
は
、
月
の
世
帯
収
入
が
世
帯

規
模
の
収
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以

下
で
あ
る
（
例
え
ば
一
人
暮
ら

し
は
月
収
３
４
７
３
ド
ル
以

下
、
４
人
暮
ら
し
は
６
６
８
０

無
償
エ
ア
コ
ン
を
提
供

Ｎ
Ｙ
州
が
申
請
受
付
開
始

ド
ル
以
下
）、
食
料
品
購
入
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
）

を
受
け
て
い
る
、
家
庭
の
１
人

は
米
国
籍
ま
た
は
条
件
を
満
た

し
た
非
市
民
で
あ
る
、
過
去
５

年
間
で
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｐ
支
援
の
エ

ア
コ
ン
を
購
入
し
て
い
な
い

な
ど
。
申
請
は
Ｎ
Ｙ
市
民
は

https://access.nyc.gov

ま

で
、
Ｎ
Ｙ
市
以
外
はhttps://

otda.ny.gov/program
s/

heap/contacts/

ま
で
で
、
在

住
地
域
の
担
当
番
号
に
電
話
す

る
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
給
条
件
、

申
請
方
法
な
ど
に
関
す
る
詳

細
はhttps://www.ny.gov/

services/apply-cooling-as-
sistance

を
参
照
す
る
。

PATH鉄道値上げ
１回乗車３ドル25セントに

　

米
海
洋
大
気
局（
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
）

に
よ
る
と
、
今
年
５
〜
７
月
に

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
発
生
す

る
可
能
性
が
約
60
％
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
強
い
規
模
に
発

達
し
た
場
合
、
今
年
の
世
界
平

均
気
温
は
、
近
代
観
測
史
上
最

も
暑
か
っ
た
２
０
２
４
年
を
上

回
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
は
、
太
平
洋

赤
道
域
の
海
面
水
温
が
平
年
よ

り
高
く
な
る
自
然
現
象
で
、
世

界
各
地
の
降
水
量
や
気
温
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
。
通
常
は

地
域
ご
と
に
一
定
の
傾
向
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
は
そ
の

影
響
が
複
雑
化
し
て
お
り
、
専

門
家
に
よ
れ
ば
地
球
温
暖
化
の

進
行
に
よ
っ
て
、
過
去
の
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
の
経
験
則
が
あ
て
は

ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

国
立
大
気
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｒ
）
の
ク
ラ
ラ
・
デ

ザ
ー
博
士
は
「
過
去
の
エ
ル
ニ

ー
ニ
ョ
現
象
が
将
来
の
エ
ル
ニ

ー
ニ
ョ
現
象
に
あ
て
は
ま
る
か

を
必
ず
し
も
教
え
て
く
れ
る
と

は
限
ら
な
い
」と
述
べ
て
い
る
。 　

２
０
２
３
〜
24
年
の
エ
ル
ニ

ー
ニ
ョ
は
、
過
去
最
大
級
で
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
南
米
で
は

深
刻
な
被
害
が
発
生
し
た
。
ア

マ
ゾ
ン
流
域
で
は
河
川
水
位
が

１
２
０
年
で
最
低
水
準
ま
で
低

下
し
、
世
界
最
大
級
の
熱
帯
湿

地
パ
ン
タ
ナ
ル
で
は
大
規
模
火

災
が
発
生
。
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
で

は
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
約
50
万

人
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
専
門
家
は
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
気
温
上
昇
で
大
気
中
の

水
蒸
気
量
が
増
え
、
干
ば
つ
と

豪
雨
の
双
方
が
強
ま
っ
た
と
分

析
し
て
い
る
。

　

北
米
で
は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

現
象
は
通
常
、
米
国
南
部
で
は

降
水
量
が
多
く
な
り
、
北
部

で
は
気
温
が
高
く
乾
燥
し
た

天
候
を
も
た
ら
す
。
例
え
ば
、

１
９
９
７
年
に
始
ま
っ
た
非
常

に
強
い
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
で

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
数

週
間
に
わ
た
っ
て
激
し
い
冬
の

嵐
が
続
き
、
中
西
部
と
北
東
部

で
は
記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ

た
。
し
か
し
そ
の
後
２
回
あ
っ

た
強
い
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の

影
響
は
北
米
で
は
比
較
的
穏
や

か
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
洋
や
大
西

洋
の
異
常
高
温
が
エ
ル
ニ
ー
ニ

ョ
の
影
響
を
弱
め
た
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
自
然

の
気
候
変
動
そ
の
も
の
が
変
質

し
つ
つ
あ
り
、
過
去
の
デ
ー
タ

だ
け
で
は
将
来
の
異
常
気
象
を

十
分
に
予
測
で
き
な
い
時
代
に

入
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
気
候

変
動
の
科
学
者
の
共
通
認
識
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
の
夏
は
世

界
的
に
猛
暑
日
が
多
く
な
り
そ

う
な
状
況
だ
。

今
年
の
夏
は
猛
暑
到
来

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
発
生
の
可
能
性

来
週
号
の
新
聞
お
休
み
し
ま
す

　

５
月
は
新
聞
発
行
日
の
土
曜
日
が
５
回
あ
る
た
め
、
５
月

30
日
号
は
、
６
月
６
日
号
と
の
合
併
号
と
な
り
新
聞
の
発
行

は
１
回
お
休
み
し
ま
す
。
本
紙
は
月
４
回
、
年
間
47
回
発
行

し
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道

ス
ト
解
除
で
運
行
再
開

運
行
が
再
開
さ
れ
戻
っ
て
き
た
利
用
客
（
19
日
午
後
５
時
50
分
、
ペ
ン
駅
で
、
三
浦
良
一
撮
影
）

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道

は
、 

18
日
の
労
使
交
渉
の
妥
結

を
受
け
て
19
日
正
午
か
ら
段
階

的
に
運
行
を
再
開
し
た
。
こ
の

ス
ト
は
5
月
16
日
未
明
に
開
始

さ
れ
、
約
25
万
人
の
通
勤
客
に

影
響
を
与
え
、
都
市
圏
の
交
通

網
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。

　

労
組
側
は
3
年
間
賃
上
げ
を

見
送
り
し
た
見
返
り
と
生
活
費

高
騰
に
対
応
す
る
た
め
の
賃
金

引
き
上
げ
を
要
求
。
一
方
、
運

営
主
体
の
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
財
政
負
担

増
に
よ
る
運
賃
値
上
げ
や
税
負

担
拡
大
を
懸
念
し
、
慎
重
な
姿

勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。

　

ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
記

者
会
見
で
「
新
合
意
に
伴
う
費

用
を
賄
う
た
め
の
運
賃
値
上
げ

は
行
わ
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
。
週
末
の
運
休
で
ジ
ョ
ン
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
と
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
と
を
結
ぶ
路
線
も

全
面
運
休
と
な
り
、
双
方
向
で

旅
行
客
の
足
に
も
大
き
な
影
響

が
出
た
。
ス
ト
突
入
２
日
前
の

14
日
未
明
に
は
イ
ー
ス
ト
リ
バ

ー
の
ト
ン
ネ
ル
火
災
で
同
鉄
道

が
翌
日
運
休
に
な
る
な
ど
同
鉄

道
利
用
客
に
混
乱
が
続
い
た
。

https://www.restaurantnippon.com/
http://www.easeny.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://access.nyc.gov
https://access.nyc.gov
https://access.nyc.gov
https://access.nyc.gov
https://otda.ny.gov/programs/heap/contacts/
https://www.ny.gov/services/apply-cooling-assistance
https://www.panynj.gov/path/en/fares.html#fares
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家
庭
で
楽
し
め
る
地
中
海
料
理

ハ
ー
ブ
ラ
イ
ス

チ
キ
ン 

ス
ブ
ラ
キ

き
ゅ
う
り
の
ザ
ジ
キ

　

余
り
が
ち
な
ハ
ー
ブ
が
消
化

で
き
る
簡
単
ラ
イ
ス
。
パ
ク
チ

ー
、
デ
ィ
ル
等
ミ
ッ
ク
ス
し
て

も
オ
ッ
ケ
ー
。
今
回
は
土
鍋
を

使
い
ま
し
た
が
、
炊
飯
器
や
お

鍋
、
お
好
き
な
ご
飯
の
炊
き
方

で
ど
う
ぞ
。
お
米
も
他
の
種
類

で
も
出
來
ま
す
。

作
り
方
：

1  

バ
ス
マ
テ
ィ
米
を
軽
く
洗

っ
て
ザ
ル
に
あ
げ
て
お
く
。

2 

炊
い
た
後
に
追
加
で
入
れ

る
パ
セ
リ
、
ナ
ッ
ツ
を
分
量
か

ら
少
し
取
っ
て
お
く
。

3 

米
、
少
し
の
水
、
刻
ん
だ

　

マ
リ
ネ
し
た
鶏
肉
は
簡
単
に

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
け
ま
す
が
、

串
に
刺
し
グ
リ
ル
す
れ
ば
ぐ
っ

と
地
中
海
風
に
。
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
グ
リ
ル
だ
と
さ
ら
に
お
い
し

さ
ア
ッ
プ
。

作
り
方
：

1 

ボ
ー
ル
に
マ
リ
ネ
液
を
全

て
混
ぜ
る
。

2 

鶏
肉
を
５
セ
ン
チ
角
に
切

る
。
3 

ジ
プ
ロ
ッ
ク
バ
ッ
グ
に
鶏

肉
と
マ
リ
ネ
液
を
入
れ
よ
く
揉

み
、
８
時
間
冷
蔵
庫
で
マ
リ
ネ

す
る
。

【材料】（１人前）
バスマティ米 ..........２合（360ml）
水 .............. 450ml （米の 1.25倍）
*炊飯器の場合はメモリの分量　　
イタリアンパセリ　葉の部分　
　荒く刻んだもの ..................30g
オリーブオイル ........................５g
ナッツ（松の実やピスタチオ、
パンプキンシード）荒く刻んだ物
..............................................20g

【材料】
きゅうり（ペルシアン、小さい物）
....................3本（230~240g）
グリークヨーグルト ........160g
ガーリック　1/2片 すりおろし
ディル　葉の部分　刻んだもの 
12g
塩 .......................................1g
ブラックペッパー ...ひとつまみ
オリーブオイル .................少々

　

地
中
海
料
理
の
サ
イ
ド
デ
ィ

ッ
シ
ュ
で
必
ず
出
て
く
る
の
が

こ
ち
ら
の
サ
ラ
ダ
。
チ
ー
ズ
お

ろ
し
器
や
ス
ラ
イ
サ
ー
を
使
え

ば
簡
単
。
き
ゅ
う
り
の
水
分
の

抜
き
方
が
コ
ツ
。
抜
け
き
っ
て

い
な
い
と
水
っ
ぽ
く
な
っ
て
し

ま
う
が
、
硬
く
絞
り
す
ぎ
る
と

き
ゅ
う
り
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
が

な
く
な
り
ま
す
。

作
り
方
：

1 

き
ゅ
う
り
を
チ
ー
ズ
お
ろ

し
器
な
ど
で
荒
目
に
す
り
お
ろ

し
、
ざ
る
に
と
っ
て
水
分
を
布

巾
で
し
ぼ
る
。

2 

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
デ
ィ
ル
の

刻
ん
だ
も
の
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
、

塩
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
を
ボ

ウ
ル
に
混
ぜ
る
。

3 

そ
の
中
に
き
ゅ
う
り
を
入

れ
混
ぜ
る
。
一
晩
お
く
と
さ
ら

に
味
が
馴
染
む
。

4 

食
べ
る
時
に
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
を
上
に
少
し
垂
ら
し
て
出

来
上
が
り
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
経
験
を

活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン

ト
の
テ
ー
マ
に
寄
り
添
っ
た
料

理
を
提
供
す
る
こ
と
を
得
意
と

し
て
い
ま
す
。
日
本
食
を
ベ
ー

ス
に
し
な
が
ら
、
世
界
中
の
多

様
な
食
文
化
が
交
差
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ー
ド
シ
ー
ン
か

ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
た
、
自
由
で
柔
軟
な
ス
タ
イ

ル
の
料
理
を
特
徴
と
し
て
い
ま

す
。「
地
中
海
風
と
言
う
と
難

し
く
感
じ
ま
す
が
、
調
理
法
は

日
本
の
家
庭
料
理
の
工
程
と
何

ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
回
紹
介

す
る
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

口
に
す
る
機
会
の
多
い
３
品
で

す
」
と
の
こ
と
。
で
は
早
速
作

り
ま
し
ょ
う
！
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
は@chefkumiko

4 

鶏
を
串
に
刺
す
前
に
、
串

を
30
分
水
に
つ
け
て
お
く
。

5 

串
に
鶏
肉
を
刺
し
て
天
板

に
皮
目
を
下
に
し
て
並
べ
る
。

こ
の
分
量
で
だ
い
た
い
４
〜
６

本
ほ
ど
出
来
る
。

6 

オ
ー
ブ
ン
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー

の
設
定
を
ハ
イ
に
し
て
点
火

し
、
天
板
に
並
べ
た
串
を
約
12

分
程
少
し
焦
げ
目
が
つ
く
位
ま

で
焼
く
。

7 

ひ
っ
く
り
返
し
て
皮
目
を

４
分
ほ
ど
焼
い
て
出
来
上
が

り
。

【材料】
鶏胸肉　又は　皮付きもも肉
...............................................１lb（454 g)
竹串（25cm） ................................４～６本
マリネ液：
ドライオレガノ ......................小さじ 2 (1g) 
ガーリック ........................２片 すりおろし
フレッシュ・レモン・ジュース ...............60 g　
オリーブオイル ....................................50 g
塩 ....................................................... 10 g
ブラックペッパー ......................ひとつまみ

パ
セ
リ
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、

塩
、
ナ
ッ
ツ
を
土
鍋
に
入
れ
て

軽
く
混
ぜ
て
15
分
ほ
ど
お
く
。

炊
飯
器
の
場
合
は
メ
モ
リ
の
量

の
水
を
入
れ
る
。

4 

ま
ず
中
火
で
沸
騰
さ
せ
、

蓋
を
し
て
弱
火
に
し
12
分
〜
20

分
炊
く
。
お
米
に
よ
っ
て
時
間

が
異
な
る
。
水
分
が
な
く
な
っ

て
炊
き
上
が
っ
た
ら
、
蓋
を
し

た
ま
ま
15
分
蒸
ら
す
。

5 

蒸
ら
し
た
後
、
追
加
分
の

パ
セ
リ
、
ナ
ッ
ツ
を
入
れ
て
全

体
に
混
ぜ
て
出
来
上
が
り
。

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
自
身
の

会
社
を
立
ち
上
げ
、
ケ
ー
タ
リ

ン
グ
、
イ
ベ
ン
ト
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
シ
ェ
フ
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
原
田
久
美
子
さ
ん
に
、
地

中
海
料
理
を
紹
介
し
て
た
だ
き

ま
す
。
長
年
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
に
Ｎ
Ｙ
２
号
店

け
つ
け
て
祝
辞
を
述
べ
た
ほ
か

式
典
に
は
コ
ー
リ
ン
の
川
野
作

織
社
長
は
じ
め
食
品
商
社
、
取

引
先
関
係
者
が
大
勢
集
ま
り
２

号
店
の
開
店
を
祝
っ
た
。
坂
本

大
地
社
長
も
来
米
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し

た
。
会
場
で
は
重
さ
１
０
０
キ

ロ
も
あ
る
迫
力
あ
る
本
マ
グ
ロ

の
解
体
シ
ョ
ー
も
実
施
さ
れ
、

来
場
し
た
大
勢
の
招
待
客
が
マ

グ
ロ
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
を
使

用
し
た
特
別
料
理
や
、日
本
酒
・

焼
酎
な
ど
を
立
食
形
式
で
楽
し

ん
だ
。

　

坂
本
社
長
は
「
当
社
は

１
９
９
６
年
の
創
業
以
来
、
泳

ぎ
と
ら
ふ
ぐ
料
理
専
門
店
『
と

ら
ふ
ぐ
亭
』
を
中
心
に
、『
本

物
の
美
味
し
さ
と
安
心
・
安
全

を
お
届
け
す
る
』
こ
と
を
使
命

と
し
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
歩
み
の
中
で
、ふ
ぐ
・

ま
ぐ
ろ
な
ど
の
養
殖
事
業
に
も

取
り
組
み
、
生
産
か
ら
提
供
ま

で
を
一
貫
し
て
追
求
す
る
体
制

を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
創

業
30
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
迎
え
る
こ
の
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
2
号
店
を
出
店
で
き
ま
し

た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
様
の
ご
支

援
に
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
次
の
未
来
へ

向
け
た
感
謝
企
画
・
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
順
次
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　
「
魚
を
見
極
め
る
目
利
き
力
」

を
最
大
の
売
り
と
す
る
東
京
一

番
フ
ー
ズ
（
本
社
東
京
都
、
東

証
一
部
上
場
、坂
本
大
地
社
長
）

が
、
海
外
直
営
店
Ｗ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｎ

Ｉ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
２
号
店
を

５
月
12
日
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

に
近
い
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。
２
０
１
７
年
の

社
養
殖
場
「
長
崎
フ
ァ
ー
ム
」

か
ら
届
く
高
品
質
な
マ
グ
ロ
を

は
じ
め
、
日
本
各
地
か
ら
仕
入

れ
る
新
鮮
な
魚
介
を
提
供
し
て

い
る
。　

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
当

日
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事

の
片
平
聡
大
使
が
お
祝
い
に
駆

 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ会員限定オープンハウス
 

新・日本クラブ会館（604 Fifth Ave）が、いよいよ 6月 1
日（月）にオープンします。それに伴い、日本クラブ会
員限定でオープンハウスを 6月 2日（火）の 4～ 6PMに
開催します。館内ツアーを実施しますので、新しい施設
をぜひご覧ください。事前登録が必須ですので、詳細は
ウェブサイトをご覧ください。

■日本ギャラリー
 「書く文化ー矢立、そして現代へ」展
 

●会期：6月 25日（木）～ 7月 15日（水）
 ●会場：日本クラブ 5階日本ギャラリー
 江戸から明治にかけて人々が懐に携えた筆記具、矢立。
新潟県燕市産業史料館が所蔵する丸山コレクションより
厳選された約 43点の矢立を中心に、宝研堂代表／製硯師・
青柳貴史氏の硯、ガラスペン作家・生田目礼一氏の作品、
そして書家・鈴木猛利氏の書をご紹介します。

詳細・イベントのお申し込みは下記ウェブサイトをご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
604 5th Ave, New York, NY 10020　

Tel: 212-581-2223　info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

「しゃぼん玉のガラスペン」生田目礼一

レ
キ
シ
ン
ト
ン
街
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
店
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
多
く

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
支
持
さ

れ
て
き
た
同
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
は
、「
日
本
の
食
文
化
と
お

も
て
な
し
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

届
け
る
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
長
崎
県
平
戸
市
に
あ
る
自

鏡
開
き
す
る
坂
本
社
長
（
右
か
ら
３
人
目
）、
片
平
大
使
（
左
か

ら
２
人
目
）
と
コ
ー
リ
ン
の
川
野
社
長
（
中
央
）
ら
関
係
者

本
マ
グ
ロ
解
体
後
の
握
り
寿
司
は
大
人
気

WOKUNI　Broadway
1359 Broadway

Bet 36th & 37th St.
営業時間

日ー木　ランチ 11:30-14:45
              ディナー 17:00-21:30
金・土　ランチ　同
　　　　ディナー　17:00- 22:30

https://www.instagram.com/hi_collar/
https://giip-global.com/ja/
http://jmart-usa.com/
https://www.xn--7rs62al7ob5lwrlmijqwx.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
http://shinbashi72.com/
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
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ク
イ
ー
ン
ズ
屈
指
の
人
気
エ
リ
ア
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ヒ
ル

ズ
と
レ
ゴ
パ
ー
ク
の
境
界
に
位
置
す
る
閑
静
な
住
宅
街
に
は

歴
史
的
な
コ
ー
プ
の
ビ
ル
が
多
く
立
ち
並
ぶ
通
り
が
多
い
中
、

ひ
と
き
わ
目
立
つ
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
モ
ダ
ン
な
ブ

テ
ィ
ッ
ク
・
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム　
「Novo 64

」
＝
写
真
＝
が

あ
る
。
５
階
建
て
、
築
２
０
０
６
年
、
極
め
て
稀
な
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
・
ク
ラ
ス
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
を
体
現
し
た
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
の
多
い
高
級
レ
ジ
デ
ン
ス
と
し
て
周
辺
に
知
ら
れ
て

い
る
。
住
居
用
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
投
資
物
件
と
し
て
も

極
め
て
高
い
価
値
を
誇
る
。

　

写
真
（
上
）
の
部
屋
は
、
南
向
き
の
陽
光
あ
ふ
れ
る
1
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
・
ユ
ニ
ッ
ト
。
洗
練
さ
れ
た
モ
ダ
ン
な
オ
ー
プ

ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
空
間
に
は
、
広
々
と
し
た
シ
ー
ザ
ー
ス
ト

ー
ン
の
カ
ウ
ン
タ
ー

ト
ッ
プ
、
ブ
レ
ッ
ク

フ
ァ
ス
ト
・
バ
ー
、

高
級
ブ
ラ
ン
ド
、
ジ

ェ
ン
・
エ
ア
製
の
プ

レ
ミ
ア
ム
・
ス
テ
ン

レ
ス
家
電
、
そ
し
て

洗
練
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ

ピ
ア
ン
・
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
を
完
備
。
メ
ー

プ
ル
材
の
床
材
の
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
に
、
奥

行
き
を
演
出
す
る
折

上
げ
天
井
（
コ
フ
ァ

ー
ド
・
シ
ー
リ
ン
グ
）

が
施
さ
れ
、
壁
面
・
床
面
を
贅
沢
な
大
理
石
で
仕
上
げ
た
ス
パ
・

ス
タ
イ
ル
の
バ
ス
ル
ー
ム
は
癒
し
の
空
間
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
通
勤
に
は
専
用
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

が
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
駅
ま
で
運
行
。
家
賃
は
３
１
０
０
ド
ル

か
ら
３
３
０
０
ド
ル
。
購
入
の
場
合
の
価
格
は
57
万
９
０
０
０

ド
ル
か
ら
59
万
９
０
０
０
ド
ル
の
価
格
帯
で
５
戸
売
り
出
さ

れ
て
い
る
。
詳
細
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ルhakutsu@kw.com

　

阿
久
津
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
心
部
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
落
ち
着
い

て
暮
ら
し
や
す
い
と
人
気
の
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
で
は
、

近
年
、
住
宅
選
び
の
傾
向
に
変

化
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

主
流
で
あ
っ
た
広
々
と
し
た
戸

建
て
住
宅
や
デ
ュ
プ
レ
ッ
ク
ス

に
加
え
、
ア
パ
ー
ト
物
件
の
人

気
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
言
う
ア
パ
ー

ト
と
は
、
日
本
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
相
当
し
、
数
百
世
帯
も
あ
る

大
規
模
な
も
の
か
ら
10
世
帯
以

下
の
小
規
模
な
も
の
ま
で
、
多

数
の
選
択
肢
が
存
在
し
ま
す
。

　

特
に
、
中
心
都
市
・
ホ
ワ
イ

ト
プ
レ
ー
ン
ズ
で
は
、
近
年
新

築
さ
れ
た
駅
前
の
大
型
ア
パ
ー

ト
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ジ
ム
や
プ
ー
ル
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
充
実
し
た

共
用
施
設
を
備
え
た
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
物
件
は
利
便
性
と
快
適

性
を
兼
ね
備
え
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
も
相

ま
っ
て
高
い
人
気
を
誇
り
ま

す
。
徒
歩
圏
内
で
商
業
施
設
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
点
も
評
価
さ

れ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら
単
身

者
ま
で
幅
広
い
層
に
支
持
さ
れ

て
お
り
、
常
に
高
い
入
居
率
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
リ
ソ
ン
で
も

同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。Avalon Harrison

や

Harrison Playhouse Lofts

な
ど
、
駅
近
で
ス
ー
パ
ー
に

も
近
い
物
件
は
特
に
人
気
が

高
く
、
空
室
が
出
る
と
す
ぐ

に
入
居
が
決
ま
る
状
況
で
す
。

さ
ら
にHarrison Grand

や

Harrison Mews

と
い
う
新
た

な
高
級
ア
パ
ー
ト
も
次
々
と
開

発
さ
れ
て
お
り
、
地
域
全
体
で

ア
パ
ー
ト
需
要
の
拡
大
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
気
の
背
景
に

は
、
立
地
の
良
さ
と
コ
ス
ト
面

で
の
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ア
パ
ー
ト
物
件
は
、
駅
近

で
通
勤
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

の
生
活
利
便
性
が
高
く
、
車
の

運
転
が
苦
手
な
人
で
も
徒
歩
で

生
活
が
可
能
で
あ
る
点
に
加

え
、
戸
建
て
に
比
べ
て
光
熱
費

を
抑
え
や
す
い
こ
と
も
大
き
な

魅
力
で
す
。
さ
ら
に
、
冬
場
の

雪
か
き
が
不
要
で
あ
る
点
も
見

逃
せ
な
い
利
点
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
利
便
性
と
経

済
性
を
重
視
す
る
駐
在
員
や
そ

の
ご
家
族
に
と
っ
て
、
ア
パ
ー

ト
物
件
は
ま
す
ま
す
魅
力
的
な

選
択
肢
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
そ
の
需
要
は
一
層
高
ま
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
リ
ロ　

リ
ダ
ッ
ク
／
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
住
宅
部
）

郊
外
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で

ア
パ
ー
ト
物
件
が
人
気
の
理
由

ワンランク上のアーバンライフの贅沢をクイーンズで

www.nyseikatsu.com

高
額
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
に

追
加
課
税
案
知
事
が
提
示

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
14
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
に
所
有
さ
れ
る
高
額
セ

カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
へ
の
追
加
課
税

案
を
州
議
会
指
導
部
に
提
示
し

た
。
対
象
は
市
外
居
住
者
が
所

有
す
る
一
戸
建
て
や
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
な
ど
で
、
評
価
額

５
０
０
万
ド
ル
超
の
物
件
に

０
・
８
％
以
上
の
課
税
を
上
乗

せ
す
る
内
容
。税
率
は
最
大
１
・

３
％
ま
で
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
。
州
政
府
は
、
富
裕
層

に
追
加
負
担
を
求
め
る
こ
と

で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
財

源
確
保
を
図
り
た
い
考
え
。

（
８
面
の
米
語
ウ
オ
ッ
チ
参
照
）

tel:9176780297
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:hello@libret.com
https://qrco.de/bekbQo
mailto:hakutsu@kw.com
http://www.nyseikatsu.com
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最
近
、
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
方
が
、
こ
ん
な
話
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
相
手
が
、
自
分
の
次
の
言

葉
ば
か
り
考
え
て
い
る
の
を
感

じ
る
と
、
少
し
寂
し
く
な
る
」

と
。

　

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、

私
は
少
し
安
心
し
ま
し
た
。

　

忙
し
い
現
代
の
会
話
の
中

で
、「
ち
ゃ
ん
と
聴
い
て
ほ
し

い
」
と
感
じ
て
い
る
人
は
、
き

っ
と
少
な
く
な
い
の
だ
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
は
つ
い
、
会
話
を
止

め
な
い
よ
う
に
、
素
早
く
返
事

を
し
よ
う
と
し
ま
す
。
相
手
が

話
し
終
わ
る
前
に
次
の
言
葉
を

考
え
、
効
率
よ
く
会
話
を
進
め

よ
う
と
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

け
れ
ど
、
本
当
の
会
話
は
、

自
分
が
何
を
言
う
か
を
考
え
る

こ
と
で
生
ま
れ
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
相
手
の
声
を
受
け
取

ろ
う
と
し
た
と
き
、
初
め
て
言

葉
は
自
然
に
流
れ
始
め
ま
す
。

　

英
語
も
同
じ
で
す
。

　
「
間
違
え
な
い
よ
う
に
話
さ

な
け
れ
ば
」
と
力
が
入
る
と
、

会
話
は
ど
こ
か
不
自
然
に
な
り

ま
す
。
け
れ
ど
、
相
手
の
声
を

本
当
に
聴
こ
う
と
す
る
と
、
不

思
議
と
自
分
の
言
葉
も
や
わ
ら

か
く
前
へ
出
て
い
き
ま
す
。

　

人
は
、
意
味
だ
け
で
な
く
、

第
7
回　

会
話
は
、
聴
く
こ
と
で
生
ま
れ
る

̶
 

声
を
受
け
取
る
と
い
う
こ
と ̶

そ
の
声
の
中
に
あ
る
呼
吸
や
安

心
感
ま
で
も
感
じ
取
っ
て
い
ま

す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
英
語
を
学
ぶ
こ

と
は
、
正
し
く
話
す
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
人
の
声
を
本
当
に

聴
け
る
耳
を
育
て
る
こ
と
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ
：
ス
ラ
イ

ド
メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。

著
書
『
最
強
英
語
発
音
メ
ソ

ッ
ド
』。
発
音
教
育
を
通
し

て
、
人
が
「
聴
く
力
」
と
「
声

で
つ
な
が
る
力
」
を
取
り
戻

す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
。

slidemethod.com

EVENT
■パスポート・トゥ・台湾＝ 5/24　12:00～ 17:00　
Union Square North（17th St. bet. Park Ave. and 
Broadway）全米最大級の台湾系アメリカ人の屋
外イベント。麺料理やバブルティーなどの台湾ス
トリートフードのほか、伝統芸能や音楽などのパ
フォーマンスが楽しめる。
詳細は https://p2tw.org/
■メモリアルデー・パレード＝ 5/25　NY市 5区各
地でパレードが行われ戦没者たちに敬意を表す。ク
イーンズ区のリトルネック＝ダグラストンのパレー
ドは最大規模として知られている。ブルックリンで
は 159年の歴史を持つ「ブルックリン・メモリア
ルデー・パレード」が、78丁目とサードアベニュー
からスタートする。
詳 細 は https://www.brooklynmemorialdayparade.
com/
■マンハッタンヘンジ＝ 5/28・29　20:14ごろ  年
に 2回、5月と 7月に見られる現象。大通りの東西
方向に沿って太陽が沈む「マンハッタンヘンジ（マ
ンハッタン至点）」と呼ばれる現象で、日没の 15
分ほど楽しめる。マンハッタンの大通り、14丁目、
34丁目、42丁目、57丁目からハドソン川の方を眺
めると見やすい。
■トークイベント「Talk Story: Sharing Ainu Culture 
with OKI 」 ＝ 6/5  18:30  Japan Society（333 E 
47th St.）アイヌ音楽の旗手 OKI（加納沖）がアイ
ヌの生活や独特の楽器トンコリなどについて語る。
OKIが監督を務めたドキュメンタリー映画『普段着
のアイヌ』の上映もある。：一般＄28、JS会員＄20
詳細は https://japansociety.org/performing-arts/

MUSIC
■「Sing Democracy 250」 ＝ 5/24  19:00  David 
Geff en Hall（10 Lincoln Center Plaza）アメリカ
独立宣言 250周年を記念する全米規模の音楽プロ
ジェクトの NY公演。オーケストラの後ろで 50人
の合唱団 Together In Hope Choirが「Redeem the 
Dream」「US」などを披露する。入場料：＄20～
100
詳細は https://www.lincolncenter.org
■アイヌ音楽「OKI DUB AINU BAND」コンサート
＝ 6/4　19:30   Japan Society（333 E 47th St.）ア
イヌ音楽の旗手 OKI（加納沖）率いるバンドによる
公演。アイヌ独特の楽器トンコリの奏法を掘り起こ
し可能性を追求しつつ、レゲエ、ダブ、 Ｒ＆Ｂ、ジャ
ズ、ワールドミュージックなど世界のルーツ音楽を
織り交ぜた新しい音楽表現を披露する。入場料：一
般＄43、JS会員＄32
詳細は https://japansociety.org/performing-arts/

THEATRE/DANCE 
■アニメ映画『鉄コン筋クリート』上映会＝ 5/28　
19:00  Japan Society（333 E 47th St.）2006 年に
公開された同映画の公開 20周年を記念した、4Kリ
マスター版の初上映会。松本大洋による伝説的な傑
作漫画の映画化で、暴力の街・宝町を舞台に、孤独
な２人の少年「クロ」と「シロ」の絆と、街の再開
発を巡る激しい闘いを描いた物語。入場料：一般
＄22。
詳細は https://boxoffi  ce.japansociety.org/events
■メトロポリタンオペラ春シーズン＝ 6月まで　メ
トロポリタン歌劇場（30 Lincoln Center Plaza）今
シーズンも定番作品から新作まで約 20作品のオペ
ラが上演中。5/23「トゥーランドット」と「椿姫
（La Traviata）」、5/24「トゥーランドット」、5/26「フ
リーダとディエゴの最後の夢（El Último Sueño de 
Frida y Diego）」、5/27「トゥーランドット」、5/28
「椿姫」、5/29「トゥーランドット」、5/30「フリー
ダとディエゴの最後の夢」と「トゥーランドット」、
5/31「椿姫」。チケット料金は日によって異なる。
詳細は https://www.metopera.org
■「日本の紙フィルム」５月 29日（金）19:30、イー
ストマン・ミュージアム（ニューヨーク、ロチェス
ター）のドライデンシアターにて）日本アニメーショ
ンの源流とも言える「日本の紙フィルム」が上映さ
れる。入場無料。エリック・フェイデン教授（映画
研究家・バックネル大学）によるプレトークに続き、
「日本の紙フィルム」本編が、木村伶香能（箏）と
玉木光（チェロ）によるデュオ夢乃の生演奏と共に
上映される。入場無料。
詳細は https://www.eastman.org/event/

　

能
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
能
を

学
ぶ　

謡
と
舞
」
が
24
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら
、
ア
ッ
パ
ー
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ
る
禅
堂
・

正
法
寺
（
東
67
丁
目
２
２
３
番

地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

能
は
６
５
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
ち
、
人
間
の
内
面
や
人
間

を
超
え
た
世
界
に
光
を
当
て
象

徴
的
に
描
き
出
す
、
世
界
で
も

最
も
古
く
か
ら
続
い
て
い
る
舞

台
芸
術
の
ひ
と
つ
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
、
初
心
者
対
象
に

春
の
曲
、
天
女
の
清
ら
か
さ
と

優
美
な
舞
を
描
い
た
能
「
羽

衣
」
と
、
花
と
人
の
命
を
テ
ー

マ
に
し
た
曲
「
熊
野
」
を
中
心

に
学
ぶ
。
能
の
声
楽
で
あ
る

「
謡
（
う
た
い
）」
で
深
い
腹
式

呼
吸
を
用
い
た
発
声
を
体
験
。

「
舞
」
で
は
体
の
軸
を
落
と
し
、

動
く
座
禅
に
も
通
じ
る
所
作
を

学
ぶ
。講
師
は
三
輪
万
葉
さ
ん
。

日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
指
導
。

　

参
加
費
30
ド
ル
。
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
は
メ
ー
ル

info@miwamayo.com

ま
で
。

ワークショップ
「能を学ぶ　謡と舞」
24日禅堂・正法寺で

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『Jiro Dreams of Sushi

（
日

本
題
：
二
郎
は
鮨
の
夢
を
見

る
）』
の
無
料
屋
外
上
映
会
が

６
月
７
日
（
日
）
午
後
７
時
か

ら
、
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ズ
・
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ク
エ
ア
＆
ガ
ー
デ
ン

ズ
で
行
わ
れ
る
。
ミ
シ
ュ
ラ
ン

３
つ
星
を
誇
る
「
す
き
ば
や
し

次
郎
」
の
店
主
で
あ
る
当
時
85

歳
の
寿
司
職
人
・
小
野
二
郎
の

職
人
技
と
息
子
た
ち
と
の
関
係

を
描
い
た
作
品
。
二
郎
の
卓
越

し
た
寿
司
作
り
の
プ
ロ
セ
ス

と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
情
熱

を
魅
力
的
に
描
き
出
し
て
い

る
。
小
野
二
郎
は
１
０
０
歳
を

迎
え
た
現
在
も
、
東
京
・
銀
座

の
「
す
き
や
ば
し
次
郎
」
本
店

で
、
長
男
・
禎
一
氏
と
共
に
次

世
代
へ
伝
統
の
味
を
伝
え
て
い

る
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
ト
ラ
イ
ベ

ッ
カ
映
画
祭
の
25
周
年
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
、
上
映
後

は
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ゲ
ル
ブ
監
督

に
よ
る
質
疑
応
答
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
入
場
無
料
だ
が
要
予

約
。
予
約
・
詳
細
は
公
式
サ
イ

トhttps://tribecafi lm.com/
festival/film/free-outdoor-
screenings

を
参
照
す
る
。

 

星
の
島
句
会

ギ
シ
ギ
シ
と
揺
れ
る
車
体
や
青
嵐 

斉
藤
テ
リ
ー　

病
室
の
夫
に
添
い
寝
明
や
す
し 

亀
田
種
子

折
れ
線
の
グ
ラ
フ
乱
れ
て
鳥
雲
に 

太
田
風
子　
　

木
下
闇
マ
ヤ
神
殿
の
王
の
墓 

豊
島
キ
ヌ　
　

踝
の
捌
き
美
し
白
地
着
て 

森
本
由
美
子

hoshinoshima819@gmail.com

★
仲
間
募
集
中
★

映画『二郎は鮨の夢を見る』
無料の屋外上映６月７日
ハドソンヤードで

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
シ
ア
タ
ー
に

よ
る
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
イ

ン
・
ザ
・
パ
ー
ク
」
が
、
こ
の

夏
も
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
内
の

デ
ラ
コ
ル
テ
劇
場
で
開
催
、
２

作
品
が
上
演
さ
れ
る
。
５
月

22
日
（
金
）
か
ら
６
月
28
日

（
日
）
は
、
約
20
年
ぶ
り
の
上

演
と
な
る
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
』。
そ
の
恋
を
決
し
て

許
そ
う
と
は
し
な
い
モ
ン
タ
ギ

ュ
ー
家
と
キ
ャ
ピ
ュ
レ
ッ
ト
家

の
、
悲
劇
的
な
運
命
を
た
ど
る

恋
人
た
ち
の
純
粋
な
愛
を
描
い

た
物
語
。
７
月
25
日
か
ら
８
月

23
日
ま
で
の
『
冬
物
語
（The 

Winter’s Tale

）』
は
、
晩
年

の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
よ
る
悲

劇
と
喜
劇
、
そ
し
て
赦
し
と
再

生
が
混
ざ
り
合
っ
た
独
特
な
戯

曲
。
シ
チ
リ
ア
王
レ
オ
ン
テ
ィ

ー
ズ
は
親
友
の
ボ
ヘ
ミ
ア
王
ポ

リ
ク
シ
ニ
ー
ズ
を
宮
廷
に
迎
え

る
が
、
妻
と
親
友
が
不
倫
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
妄
想
に

取
り
憑
か
れ
、
彼
女
を
投
獄
す

る
。
や
が
て
彼
女
は
命
を
落
と

し
、
王
子
も
亡
く
な
り
、
幼
い

娘
ペ
ル
デ
ィ
ー
タ
は
追
放
さ
れ

る
。
16
年
後
、
成
長
し
た
ペ
ル

デ
ィ
ー
タ
が
戻
っ
て
き
た
こ
と

で
、
一
連
の
和
解
と
再
生
の
出

来
事
が
動
き
始
め
る
。

　

入
場
無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
入
手

方
法
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://publictheater.org/
free-shakespeare-in-the-
park/

を
参
照
す
る
。

シェイクスピア・
イン・ザ・パーク
セントラルパークで

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com

▼NY/NJエリアのHOT 求人▼
------------------------------------
● Sales Assistant 
Manufacturing    
$23-25/hr. NY (#16827)
------------------------------------
● Nurse
Education   
$80K NY (#16765)
------------------------------------

------------------------------------
● Fundraising Manager
Education
$70K-$78K NY (#16764) 
------------------------------------
● Operation Assistant 
Finance    
$49K NY (#16753)
------------------------------------
● Front Offi  ce Assistant
Finance 
$57K NY (#16737)
------------------------------------
● Logistics Manager
Trading   
$60K-$70K NJ (#16726)
------------------------------------
● IT Coordinator 
Service    
$67K-$75K NY (#16713)
------------------------------------
● Accounting Clerk 
Logistics    
$45K-$55K NJ (#16712)
------------------------------------

------------------------------------
● Accounting Coordinator
IT  
$50K-$55 NY (#16692)
------------------------------------
● Administrative Assistant
Trading 
$19/hr. NJ (#16689) 
------------------------------------

求人詳細につきましては、
お気軽にご連絡ください。

QUICK USA, INC.
Phone: 212-692-0850

Email: quickny@919usa.com
www.919usa.com

www.919usanews.com

150 East 52nd Street, 
＃ 17001 New York, NY 10022 

月～金　9:00 – 17:00

◆◆週刊 NY生活デジタル版◆◆
紙面まるごと掲載のデジタル版
・過去５年分以上のバックナン
バーを常時公開。
・広告をクリックすると広告主
のサイトへジャンプ。

・気になるページはＰＤＦをダ
ウンロードして保存できます。
とても便利なデジタル版、ぜひ
ご活用下さい！！
www.nyseikatsu.com

＊通常価格は1行（15文字）US$4
です。

＊商業目的のクラシファイド広告
は公認ライセンス等、証明書のご
提出をして頂く場合がございま
す。

＊締め切りは発行週の月曜日の午
後１時までです。

＊掲載ご希望内容によっては、ご
掲載をお断りする場合がございま
す。予めご了承下さい。

＊ロゴ、及び写真掲載は無料で行
いますが、サイズの指定は出来ま
せん。

＊長期掲載割引は12週（3ヶ月相
当）以上を適用期間とし、長期掲
載契約を交わした上でとり進めさ
せていただきます。

＊本紙に掲載された広告内容に関
しましてNY 生活プレス社、は一切
責任を負いかねます。

---- お申し込み・お支払い先 ----
New York Seikatsu Press, Inc.

71 West 47th Street., #1205
New York, NY 10036

Email: info@nyseikatsu.com
お問い合わせも上記まで
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

今
年
に
な
っ
て
か
ら
、
永
住

権
保
持
者
が
国
外
退
去
を
さ
せ

ら
れ
た
と
い
う
記
事
が
多
く
の

新
聞
や
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ニ
ュ
ー

ス
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
５

月
14
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
紙
の
記
事
に
よ
る
と
、

５
月
７
日
ま
で
に
約
２
８
９
０

件
が
査
定
さ
れ
、
少
な
く
と
も

50
人
の
永
住
権
者
が
国
外
退

去
を
命
じ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

５
０
０
件
は
ま
だ
審
査
過
程
に

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

国
外
退
去
の
対
象
に
な
る
の

は
、
次
の
よ
う
な
犯
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
で
す
。

・
殺
人
や
殺
人
未
遂
な
ど
重
罪

を
犯
し
た
場
合

・
違
法
ド
ラ
ッ
グ
の
密
輸
や
販

永
住
権
者
の
国
外
退
去
と

米
国
入
国
禁
止
令

ま
れ
る
場
合
も
注
意
が
必
要
で

す
。

• 

小
売
店
で
、
数
回
、
商
品
の

万
引
き
を
し
て
逮
捕
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る

• 

政
府
へ
の
反
対
抗
議
デ
モ
に

参
加
し
た
こ
と
が
あ
る

売

• 

売
春
行
為
や
売
春
の
斡
旋
を

し
た
こ
と
が
あ
る
か

• 

人
身
売
買
の
陰
謀
を
企
て
た

こ
と
が
あ
る
か

• 

ス
パ
イ
活
動
や
、
諜
報
活
動
、

輸
出
管
理
規
制
違
反
を
お
こ
し

た
こ
と
が
あ
る

• 

テ
ロ
活
動
に
関
わ
っ
た
こ
と

が
あ
る
か

　

上
記
が
大
半
の
理
由
で
す

が
、
そ
の
他
に
も
軽
犯
罪
に
含

回
の
違
反
は
退
去
の
対
象
に
な

る
恐
れ
が
大
き
い
で
す
。

　

永
住
権
保
持
者
で
さ
え
国
外

退
去
の
対
象
に
な
る
ほ
ど
で
す

か
ら
、
現
在
永
住
権
を
申
請
し

て
い
る
途
中
の
人
た
ち
は
、
要

注
意
で
す
。
ま
ず
重
罪
を
犯
し

• 

飲
酒
運
転
で
数
回
逮
捕
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る

飲
酒
運
転
で
1
回
ぐ
ら
い
の
逮

捕
で
す
と
大
目
に
見
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
複
数

た
人
た
ち
が
永
住
権
取
得
は
無

理
と
い
う
こ
と
は
理
解
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、

飲
酒
運
転
や
万
引
き
行
為
は
軽

犯
罪
と
い
う
こ
と
で
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
軽
犯
罪
と
言
っ
て
も

軽
く
見
な
い
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
警
察
か
ら
指
示
さ
れ
た

通
常
６
か
月
ぐ
ら
い
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
無
罪
に
な
っ
た

り
し
ま
す
が
、
法
廷
や
警
察
で

の
記
録
は
残
り
ま
す
。

　

ま
た
、
永
住
権
申
請
と
は
関

係
が
な
い
の
で
す
が
、
非
移
民

ビ
ザ
申
請
の
方
々
で
注
意
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
ア
メ

リ
カ
入
国
を
禁
止
さ
れ
た
国
に

商
用
や
旅
行
で
訪
れ
た
こ
と
が

あ
る
場
合
で
す
。
現
在
、
39
か

国
の
人
々
が
ア
メ
リ
カ
入
国
を

完
全
ま
た
は
制
限
的
に
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ビ
ザ
申
請
を
し

て
い
る
人
た
ち
で
、
こ
れ
ら
の

国
々
に
過
去
５
年
以
内
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
場
合
、
ア
メ
リ

カ
に
入
国
で
き
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
観
光

で
の
短
期
滞
在
で
も
禁
止
国
か

ら
の
旅
行
者
は
ア
メ
リ
カ
入
国

が
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
来
月
ア
メ
リ
カ
で
開

催
さ
れ
、
全
世
界
か
ら
サ
ッ
カ

ー
フ
ァ
ン
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
観
に
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
ら
39
か
国
の

人
々
は
、
ア
メ
リ
カ
の
入
国
を

禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
に
も
観
客
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国

総
領
事
館
25
日
（
月
）（
米
東

部
夏
時
間
）
午
後
８
時
頃
か

ら
、
国
外
転
出
者
向
け
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
開
始
す
る
。
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
の
対
象
者
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
た

２
０
１
５
年
10
月
５
日
以
降
に

国
外
転
出
届
を
提
出
し
た
日
本

国
籍
者
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
す

で
に
付
番
さ
れ
て
い
る
人
）。

次
の
人
は
対
象
外
と
な
る
の
で

留
意
す
る
。

・
引
き
続
き
日
本
国
内
に
住
民

票
が
あ
る
人

・
日
本
国
外
で
出
生
し
、
一
度

も
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
こ
と

が
な
い
人

・
２
０
１
５
年
10
月
５
日
以
前

に
国
外
転
出
し
て
、
同
日
以
降

に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
こ
と

が
な
い
人

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人（
元

日
本
国
籍
者
、
特
別
永
住
者
、

中
長
期
在
留
者
を
含
む
）

　

申
請
方
法
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
伴
い
、
同
領
事
窓
口
で
の
申

請
手
続
は
５
月
25
日
を
も
っ
て

終
了
す
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
原
本
の
提
出
が
必
要
と
な

る
手
続（
暗
証
番
号
の
初
期
化
・

再
設
定
、
一
時
停
止
解
除
、
カ

ー
ド
返
納
）
に
つ
い
て
の
み
、

在
外
公
館
領
事
窓
口
で
申
請
を

受
け
付
け
る
。
交
付
手
続
（
カ

ー
ド
の
受
け
取
り
）
は
、
引
き

続
き
在
外
公
館
の
領
事
窓
口

（
又
は
日
本
国
内
の
市
区
町
村

窓
口
）
で
行
わ
れ
る
。
同
館
で

の
交
付
手
続
に
は
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
届
き
次
第
、
申
請
者
に
メ

ー
ル
に
て
連
絡
さ
れ
る
の
で
、

予
約
を
と
っ
て
か
ら
同
館
領
事

窓
口
に
と
り
に
い
く
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
イ
ト
は

https://www.kokugai.

kojinbango-card.go.jp/
kokugai-mnshinsei-u/

。
申

請
内
容
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

サ
イ
ト
の
操
作
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
「
問
い
合

わ
せ
フ
ォ
ー
ム
（https://

www.kojinbango-card.
go.jp/contact/inquiry/

）」

ま
た
は
電
話
＋
81
・
０
・

５
０
・
３
８
１
８
・
１
２
５
０

（
対
応
時
間
は
土
日
祝
日
も
含

み
、
日
本
時
間
の
午
前
８
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
）。

   

国
外
転
出
者
向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
開
始
へ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
公
園
局
は

４
月
30
日
、
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ー

ク
シ
テ
ィ
そ
ば
の
エ
リ
ザ
ベ

ス
・
Ｈ
・
バ
ー
ガ
ー
・
プ
ラ
ザ

に
「
リ
ト
ル
・
シ
リ
ア
」
と
呼

ば
れ
た
同
市
最
初
の
中
東
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
地
区
の
文
学
的
遺
産

を
称
え
、
新
た
な
パ
ブ
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
を
常
設
し
た
。

　

ロ
ウ
ア
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

同
地
区
は
１
８
８
０
年
代
〜

１
９
４
０
年
代
、
多
く
の
作
家

や
詩
人
を
含
む
ア
ラ
ビ
ア
語
を

母
国
語
と
す
る
移
民
た
ち
で
繁

栄
し
た
。
そ
の
エ
リ
ア
は
リ
ト

ル
シ
リ
ア
と
呼
ば
れ
た
。
設
置

さ
れ
た
「
ア
ル
・
カ
ラ
ム
：
ポ

エ
ッ
ツ
・
イ
ン
・
ザ
・
パ
ー
ク
」

は
モ
ロ
ッ
コ
系
フ
ラ
ン
ス
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
サ
ラ
・
ウ
ア

ド
ゥ
さ
ん
の
作
品
で
、
巨
大
な

黄
色
い
彫
刻
は
「
ザ
・
ペ
ン
」

を
意
味
す
る
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の

抽
象
書
道
「
ア
ル
・
カ
ラ
ム
」

を
象
っ
て
い
る
。
リ
ト
ル
・
シ

リ
ア
に
は
現
代
の
レ
バ
ノ
ン
、

シ
リ
ア
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
包
括

す
る
グ
レ
ー
タ
ー
・
シ
リ
ア
か

ら
の
約
１
２
０
０
人
の
移
民
が

居
住
し
て
い
た
が
、
１
９
４
０

年
代
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン-

バ
ッ

テ
リ
ー
・
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
で

ほ
ぼ
消
滅
し
た
。

   

貧
困
撲
滅
に
１
億
５
０
０
０
万
ド
ル

ベ
ゾ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
財
団
Ｎ
Ｙ
市
に
寄
付

中
東
文
学
に
大
き
く
影
響

「
リ
ト
ル
・
シ
リ
ア
」
記
念
碑

バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ー
ク
近
く
に
常
設

　

Ｎ
Ｙ
市
で
貧
困
撲
滅
に
取

り
組
む
非
営
利
団
体
ロ
ビ
ン
・

フ
ッ
ド
は
11
日
、
ア
マ
ゾ
ン

の
共
同
創
設
者
で
実
業
家
の

ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス
氏
の
ベ
ゾ

ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
財
団
か
ら
約

１
億
５
０
０
０
万
ド
ル
の
寄
付

を
受
け
た
と
伝
え
た
。

　

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
同
財
団

か
ら
、
長
期
の
貧
困
撲
滅
活
動

の
強
化
を
目
的
と
す
る
10
億
ド

ル
の
基
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

１
億
ド
ル
、
同
時
に
ベ
ゾ
ス
氏

の
母
、
故
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ベ
ゾ

ス
氏
を
称
す
る
幼
児
教
育
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ジ
ャ
ッ
キ

ー
・
ベ
ゾ
ス
・
エ
ン
ド
ー
メ
ン

ト
・
フ
ォ
ー
・
ア
ー
リ
ー
チ
ャ

イ
ル
ド
フ
ッ
ド
」
の
創
設
資
金

２
５
０
０
万
ド
ル
を
受
け
た
こ

と
を
発
表
し
た
。
長
年
同
団
体

の
理
事
を
務
め
た
ジ
ャ
ッ
キ

ー
・
ベ
ゾ
ス
氏
の
息
子
で
ジ
ェ

フ
・
ベ
ゾ
ス
氏
の
弟
、
マ
ー
ク
・

ベ
ゾ
ス
氏
は
母
に
つ
い
て
「
す

べ
て
の
子
供
に
潜
在
能
力
が
あ

る
と
信
じ
、
可
能
性
が
確
実
に

生
か
せ
る
よ
う
活
動
し
続
け

た
」
と
話
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ッ

キ
ー
・
ベ
ゾ
ス
氏
は
ベ
ゾ
ス
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
財
団
の
共
同
創
設

者
兼
会
長
と
し
て
慈
善
活
動
に

尽
力
し
た
。

　

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
、
低
価

格
の
保
育
機
関
の
需
要
が
増
加

し
続
け
る
Ｎ
Ｙ
市
の
貧
困
問
題

対
策
に
す
で
に
30
億
ド
ル
を
投

じ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

は
11
日
付
で
同
団
体
の
リ
チ
ャ

ー
ド
・
ブ
エ
リ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア

会
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を

掲
載
し
、
同
会
長
は
「
緊
迫
し

て
い
る
Ｎ
Ｙ
市
の
チ
ャ
イ
ル
ド

ケ
ア
制
度
の
安
定
に
資
金
は
早

急
に
供
給
す
る
」
と
話
し
て

い
る
。
同
市
で
は
、
ゾ
ー
ラ

ン
・
マ
ム
ダ
ニ
市
長
が
す
べ
て

の
子
供
を
対
象
と
し
た
無
料
チ

ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
を
最
も
重
要
な

公
約
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
て

お
り
、
メ
イ
ヤ
ー
ズ
・
フ
ァ
ン

ド
・
ト
ゥ
・
ア
ド
バ
ン
ス
Ｎ
Ｙ

Ｃ
（
Ｎ
Ｙ
市
長
基
金
）
を
通
し

た
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン

基
金
２
０
０
０
万
ド
ル
の
う
ち

す
で
に
３
５
０
万
ド
ル
が
集
ま

っ
て
い
る
と
い
う
。
同
記
事
に

よ
る
と
、
あ
る
程
度
の
額
は
Ｎ

Ｙ
市
営
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
え

て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。

　

東
南
ア
ジ
ア
の
小
児
医
療
を

運
営
す
る
非
営
利
団
体
フ
レ
ン

ズ
・
ウ
イ
ズ
ア
ウ
ト
・
ア
・
ボ

ー
ダ
ー
が
12
日
夜
、
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
の
エ
ジ
ソ
ン
・
ボ
ウ
ル
ル

ー
ム
の
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
で
恒
例

ガ
ラ
を
開
催
し
た
。

　

今
年
は
創
立
30
周
年
を
迎

え
、
大
き
な
天
窓
か
ら
光
が
あ

ふ
れ
る
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
で
行
わ

れ
た
ガ
ラ
に
は
約
２
０
０
人
が

集
ま
り
、
盛
大
に
祝
っ
た
。

　
日
本
の
写
真
家
・
慈
善
活
動
家

で
あ
り
、
同
団
体
の
創
設
者
で

あ
る
井
津
建
郎
氏
が
日
本
か
ら

駆
け
つ
け
、
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ

た
＝
写
真
＝
。
ス
ピ
ー
チ
の
中

で
、「
自
分
は
写
真
家
で
あ
り
、

医
療
や
運
営
に
つ
い
て
は
わ
か

ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
続
け
て

き
た
」と
語
っ
た
。

　

30
年
前
、「
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
病
院

を
建
て
た
い
」
と

い
う
大
き
な
夢

を
、
さ
ら
り
と
語

っ
て
い
た
井
津

氏
。そ
こ
に
は「
で

き
な
い
か
も
し
れ

な
い
」
と
い
う
迷

い
は
な
く
、
た
だ

シ
ン
プ
ル
に“

や

り
遂
げ
る”“

実

行
す
る”

と
い
う

強
い
意
志
だ
け
が

あ
っ
た
。
そ
の
揺

る
ぎ
な
い
姿
勢
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
大
き

な
活
動
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
そ
の
夢
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ラ
オ
ス

に
も
病
院
を
建
て
る
と
い
う
新

た
な
夢
へ
と
広
が
り
、
活
動
は

す
で
に
11
年
に
わ
た
り
続
け
ら

れ
、
ラ
オ
ス
の
病
院
で
は
年
に

5
万
人
の
子
供
達
を
治
療
す
る

ま
で
に
成
長
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
理
念
と
活
動
は

長
年
に
わ
た
り
団
体
メ
ン
バ
ー

や
支
援
者
た
ち
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
き
た
。
会
場
に
は
毎
年

訪
れ
る
ド
ナ
ー
も
多
く
、
長
年

支
援
を
続
け
る
見
慣
れ
た
顔
ぶ

れ
も
並
ん
で
い
た
。
そ
こ
に

は
、
井
津
氏
の
人
柄
に
深
く
惹

か
れ
、
こ
の
活
動
を
支
え
続
け

て
い
る
人
々
の
思
い
が
感
じ
ら

れ
た
。

　

会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
、
歌
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
中
、
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
饒
舌
な
オ
ー

ク
シ
ョ
ニ
ア
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
ジ
ョ
ー
ク
に
笑
い
が
起
こ

っ
た
。
そ
の
温
か
な
空
気
の
中

で
、
病
院
や
子
ど
も
た
ち
、
そ

し
て
現
地
の
医
師
た
ち
へ
の
支

援
の
た
め
の
寄
付
が
募
ら
れ

た
。
今
年
の
ガ
ラ
は
例
年
以
上

の
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
天
窓

か
ら
差
し
込
ん
で
い
た
光
は
夜

が
深
ま
る
に
つ
れ
て
柔
ら
か
な

ラ
イ
ト
に
包
ま
れ
、
終
始
喜
び

に
満
ち
た
雰
囲
気
の
ま
ま
、
盛

況
が
続
い
た
。

　
　
（
城
林
希
里
香
、
写
真
も
）

Photo Courtesy of NYC Parks

東
南
ア
ジ
ア
に
小
児
病
院

フ
レ
ン
ズ
・
ウ
イ
ズ
ア
ウ
ト
・
ア
・
ボ
ー
ダ
ー

30
周
年
で
創
設
者
の
伊
津
氏
が
挨
拶

mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.Jhelp.com
https://www.kokugai.kojinbango-card.go.jp/kokugai-mnshinsei-u/
https://www.kokugai.kojinbango-card.go.jp/kokugai-mnshinsei-u/
https://www.kojinbango-card.go.jp/contact/inquiry/
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ー
５
５
２
番
地
４
０
１
号
）
で

開
催
さ
れ
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
６
月
６
日

（
土
）
午
後
４
時
か
ら
７
時
ま

で
。
入
場
無
料
。

　

Ｓ
Ｊ
Ａ
Ｃ
（Society of 

Japanese and American 
Creators

）
は
２
０
１
７
年
６

月
に
発
足
以
来
、
年
次
展
を
軸

に
毎
年
い
く
つ
か
の
個
展
・
グ

ル
ー
プ
展
を
企
画
・
運
営
し
て

い
る
。
日
米
の
メ
ン
バ
ー
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
展
示
を
通
じ
て
互

い
の
美
意
識
を
刺
激
し
合
い
、

親
睦
を
育
み
、
文
化
交
流
の
輪

を
広
げ
て
き
た
。
今
回
は
初
参

加
４
人
を
含
む
Ｎ
Ｙ
在
住
作
家

29
人
、
お
よ
び
日
本
か
ら
３
人

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
た
総

勢
32
人
が
創
意
に
富
ん
だ
表
現

の
数
々
を
披
露
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
を
中
心
と
す
る
米
国
在

住
の
日
本
人
作
家
は
板
東
綾

子
、
古
川
レ
オ
ナ
ー
ト
文
香
、

平
之
内
美
穂
、
廣
瀬
公
美
、
ひ

ゃ
く
だ
か
ず
こ
、
池
田
健
一
、

鞍
井
綾
音
、
久
住
真
理
子
、
神

舘
美
会
子
、
永
野
み
き
、
寺
本

好
考
、
佐
治
宣
子
、
静
蝶
、
鈴

木
克
美
、
竹
田
あ
け
み
、
イ
ズ

渡
辺
、
依
田
洋
一
朗
、
由
賀
子
。

日
本
か
ら
は
藤
田
ひ
ろ
ぶ
み
、

シ
ア
カ
章
子
、
横
山
弥
生
が
出

品
す
る
。

　

日
本
人
以
外
の
Ｎ
Ｙ
在

住
作
家
は

11
人: Silvia Aviles, Christopher Craig, 

Vassilina Dikidjieva, 
Lilian R. Engel, Heena 
Kim

, M
i Jung Kim

, 
Kamonchanok Phon-ngam, 
Yupin Pram

otepipop, 
Elisabeth P. Purcell, Yupin 
Pram

otepipop, M
ichael 

Stefanovich

。

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
貴
重
な
遺

品
が
一
堂
に
会
す
る
特
別
展

「
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ

ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」
が
31

日
（
日
）
ま
で
、
モ
ー
ガ
ン
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム（
マ
ジ
ソ
ン
街
２
２
５
番
地
、

36
丁
目
と
37
丁
目
の
間
）
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル

ク
の
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ
ム
財

団
」
と
の
共
同
企
画
で
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
が
実
際
に
愛
用
し
た

ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド（
鍵
盤
楽
器
）

や
バ
イ
オ
リ
ン
を
は
じ
め
、
肖

像
画
、家
族
と
の
手
紙
を
展
示
。

さ
ら
に
モ
ー
ガ
ン
が
誇
る
、
交

響
曲
や
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
、『
フ

ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
や
『
魔
笛
』

な
ど
の
オ
ペ
ラ
の
貴
重
な
手
書

き
楽
譜
・
自
筆
ス
ケ
ッ
チ
・
デ

ザ
イ
ン
画
も
あ
わ
せ
て
展
示
さ

れ
て
い
る
。

　

入
場
料
は
一
般
25
ド
ル
、
シ

ニ
ア
17
ド
ル
、
学
生
13
ド
ル
、

会
員
・
12
歳
以
下
は
無
料
。
月

曜
定
休
。
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.themorgan.
org/exhibitions/mozart

を

参
照
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
に
拠
点
を
置
く
日
米
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｓ
Ｊ
Ａ
Ｃ
（
エ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
）

の
第
９
回
年
次
展
が
６
月
２
日

(

火)

か
ら
13
日
（
土
）
ま
で
、

ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ

ク
ス
・
Ｎ
Ｙ
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

画像：公式サイトから

第９回 ＳＪＡＣ年次展
６月２日からギャラリーマックスで

Izu Watanabe, Two bridges

 Mieko Mitachi, Refl ection 2 Vassilina Dikidjieva, 
Metropolitan XXIII – Hope

Kenichi Ikeda, Lemons on Table

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

遺
品
特
別
展

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
16
日
、
世

界
最
大
級
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
イ
ベ
ン
ト「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ダ
ン
ス
パ
レ
ー
ド
」
が
開
催
さ

れ
、
日
本
か
ら
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「
舞
流
」

が
参
加
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
毎
年
5
月
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
行
わ

れ
、
世
界
各
国
か
ら
1
万
人
以

上
の
ダ
ン
サ
ー
と
１
５
０
を
超

え
る
団
体
が
集
結
。
伝
統
舞
踊

か
ら
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、ラ
テ
ン
、

ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
ま
で
、
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
が
街
を
練
り
歩
く
国
際
色
豊

か
な
祭
典
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。

　

今
年
の
パ
レ
ー
ド
は
正
午
に

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
６
番
街
17
丁

目
を
ス
タ
ー
ト
し
、
イ
ー
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
の
ト
ン
プ
キ
ン
ス
パ

ー
ク
ま
で
行
進
。
午
後
3
時
か

ら
は
同
公
園
で
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
各
団

体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。

　

日
本
か
ら
参
加
し
た
舞
流

は
、
日
本
伝
統
の
「
殺
陣
」

と
現
代
ダ
ン
ス
を
融
合
さ
せ

た
独
自
の
演
出
で
観
客
を
魅

了
。
メ
ン
バ
ー
の
塚
原
裕
二
、

haruka

、LaL

、ChihaRu

、

澤
田
妃
杏
、KAZUMA

の
6

人
が
、
迫
力
あ
る
剣
さ
ば
き
と

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
、
歌

を
披
露
し
、
沿
道
の
観
客
か
ら

大
き
な
歓
声
と
拍
手
を
浴
び

た
。
ま
た
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で

も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、

観
客
席
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。
日
本
文
化
の
殺
陣

を
取
り
入
れ
た
独
創
的
な
ス
テ

ー
ジ
は
、
多
国
籍
な
観
客
の
注

目
を
集
め
、
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
た
。
舞
流
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
は
谷
脇
有
香
氏
。
日
本

文
化
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
を
融
合
さ
せ
た
演
出
も
観
客

の
注
目
を
集
め
た
。
同
パ
レ
ー

ド
は
、
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
文
化

交
流
と
平
和
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

今
年
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
を

熱
気
と
歓
喜
で
包
み
込
ん
だ
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
も

　

大
喝
采
浴
び
る
人
気

　

ま
た
翌
17
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
で

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
シ
ョ
ー
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
観
客
で
賑

わ
っ
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
コ
ー
ト
ヤ
ー

ド
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
日
本
の
伝

統
文
化
と
現
代
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
を
融
合
さ
せ
た
迫
力

の
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
殺
陣
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、
よ

さ
こ
い
、
日
本
人
シ
ン
ガ
ー
に

よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど
、
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
披
露
。
日
本
か
ら

参
加
し
た
「
舞
流
（Mairu

）」

に
よ
る
力
強
く
華
や
か
な
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
＝
写
真
・

ayako moriyama

＝
は
観
客

の
視
線
を
釘
付
け
に
し
、
よ

さ
こ
い
チ
ー
ム
「kazanami

」
は
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
舞
で
大

き
な
拍
手
を
浴
び
た
。

　

ま
た
、
日
本
人
シ
ン
ガ
ー
・

KAZUMA

に
よ
る
ラ
イ
ブ
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
会
場
の
観
客
も

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
、

手
拍
子
や
歓
声
が
飛
び
交
う
場

面
も
見
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活

躍
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
、

ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ
が
飛
び
入

り
参
加
。
軽
快
な
ト
ー
ク
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
さ
ら

に
沸
か
せ
、
観
客
か
ら
大
歓
声

が
上
が
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
谷
脇
氏
は
、

「
日
本
の
魅
力
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
世
界
へ
発
信
し
た
い
」

と
語
り
、
出
演
者
た
ち
も
観
客

と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
ス

テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
た
。

　

日
本
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ

た
今
回
の
シ
ョ
ー
は
、
伝
統
と

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
融

合
し
た
特
別
な
一
日
と
な
り
、

来
場
者
た
ち
は
笑
顔
と
拍
手
に

包
ま
れ
な
が
ら
会
場
を
後
に
し

た
。

NY でダンスパレード
ストリートダンスイベントで世界最大級

日
本
か
ら
「
舞
流
」
が
来
米

ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
で
も
演
技

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
舞
台
を
披
露
す
る
舞
流

https://www.maxjob.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://myriverside.net/home
https://www.themorgan.org/exhibitions/mozart
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pied-à-terre tax　高級別宅税
　今、ニューヨーク市において、pied-à-terre tax の導入が大きな話題になっています。
pied-à-terre　（ピエタテールと発音）　とはフランス語で、地 (Terre）に足（Pied）を乗
せることで、「別宅」を意味する決まり文句です。　社会民主派を自認するマムダニ・
ニューヨーク市長はpied-à-terre に課税（tax）することを選挙公約に掲げて当選しました。　

これは、市外ことに海外に住む超資産家がニューヨーク市内に、殆ど使わないで所有する高級物件 （５００万
ドルつまり約８億円以上の価値があるものが目安のようですが、未定）に通常の不動産税に加えて特別税を
課そうとする試みです。
　特別税の導入はニューヨーク市の厳しい財政事情を反映しています。子供の教育の無償化、医療援助、住
環境整備などで、ニューヨークは厳しい財務状況が続いています。財源対策として行われる不動産への幅広
い増税は、中低所得者層の財布を直撃し政治的にも難しいことから、外部の超資産家がターゲットとして浮
上しました。　これを、一部の保守系の人々は “eat the rich politics”　（金持ち叩き政策）として批判します。
　ホウクル・ニューヨーク州知事もpied-à-terre tax を導入するとニューヨークから金持ちが逃避するとして
否定的な立場でした。　しかし、最近マムダニ市長との連携を図り、一転して導入に賛意を示したことから、
この税の論議が本格化しています。約５億ドル (約800億円）の税収が予想される新税の行方はどうなるのか、
ニューヨーク市民の注目を集めています。                                                   （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【309】

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
ウ
ア
ー

イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
で
日
本
酒
の

香
り
と
日
本
文
化
の
熱
気
が
広

が
っ
た
。SAKE no HANA

で

5
月
16
日
と
17
日
に
開
催
さ
れ

た
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｃ
Ｏ
Ｎ　

Ｎ

Ｙ
Ｃ　

２
０
２
６
」
は
、
今
年

で
第
5
回
を
迎
え
る
記
念
エ
デ

ィ
シ
ョ
ン
だ
。
会
場
に
は
日
本

と
ア
メ
リ
カ
か
ら
40
以
上
の
酒

蔵
、
70
種
類
以
上
の
日
本
酒
が

集
ま
り
、
受
賞
歴
の
あ
る
銘
柄

か
ら
、
普
段
レ
ス
ト
ラ
ン
や
酒

販
店
で
は
な
か
な
か
試
飲
で
き

な
い
希
少
な
プ
レ
ミ
ア
ム
酒
ま

で
が
一
堂
に
並
ん
だ
。

　

単
な
る
試
飲
会
で
は
な
い
。

寿
司
や
季
節
の
一
品
、
高
知
ク

ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
な
ど
、
日
本
酒

と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
意
識
し
た

フ
ー
ド
も
用
意
さ
れ
、
来
場
者

は
グ
ラ
ス
を
片
手
に
、
味
わ
い

の
組
み
合
わ
せ
を
探
り
な
が
ら

会
場
を
巡
っ
た
。
Ｖ
Ｉ
Ｐ
向
け

に
は
、
酒
サ
ム
ラ
イ
と
し
て
知

ら
れ
る
酒
教
育
者
テ
ィ
モ
シ

ー
・
サ
リ
バ
ン
氏
に
よ
る
マ
ス

タ
ー
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ス

も
開
催
。
八
海
山
や
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
な
ど
5
種
類
の

日
本
酒
を
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し

な
が
ら
、日
本
酒
の
製
造
方
法
、

精
米
歩
合
や
酸
度
に
よ
る
味
わ

い
の
違
い
を
学
ぶ
、
日
本
酒
を

好
む
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
達
に
知

的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
時
間
と

な
っ
た
。

　

会
場
で
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

米
を
使
っ
た
純
米
大
吟
醸
な

ど
、
環
境
や
地
域
性
を
意
識
し

た
酒
造
り
に
も
注
目
が
集
ま
っ

た
。
米
、
水
、
酵
母
、
土
地
の

風
土
を
生
か
し
な
が
ら
、
次
世

代
へ
文
化
を
つ
な
い
で
い
く
日

本
酒
の
あ
り
方
は
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
も
来
場

者
の
関
心
を
引
い
て
い
た

　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
を
主
催

す
る
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ー
ズ
Ｎ
Ｙ

Ｃ
の
馬
渕
永
子
さ
ん
は
「
米
国

市
場
に
挑
戦
す
る
日
本
の
蔵
元

と
、
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
や
飲
食
関
係
者
、
そ
し
て

日
本
酒
に
関
心
を
持
つ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
を
結
び
つ
け
る
場

所
」
と
位
置
付
け
る
。
来
場
者

は
９
割
が
地
元
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
だ
。
馬
渕
さ
ん
は
、
地
元

向
け
に
実
際
に
日
本
文
化
を
体

感
し
味
わ
え
る
新
し
い
か
た
ち

の
場
を
提
供
し
続
け
て
い
き
た

い
と
語
っ
た
。

              （
古
市
裕
子
、
写
真
も
）

飲
む
、
つ
な
が
る
、
残
す

日
本
酒
で
地
球
と
文
化
味
わ
う

SAKE-CON 2026

常
に
明
る
く

人
生
・
仕
事
の
結
果
＝

考
え
方
ｘ
熱
意
ｘ
能
力

　

ど
ん
な
逆
境
に
あ
っ
て
も
、

ど
ん
な
に
辛
く
て
も
、
常
に
明

る
い
気
持
ち
で
理
想
を
掲
げ
、

希
望
を
も
ち
続
け
な
が
ら
一
生

　

人
生
や
仕
事
の
結
果
は
、
考

え
方
と
熱
意
と
能
力
の
３
つ
の

要
素
の
掛
け
算
で
決
ま
り
ま

懸
命
努
力
を
重
ね
て
き
た
結
果

が
、
京
セ
ラ
の
今
日
を
つ
く
っ

た
の
で
す
。

　

人
生
は
す
ば
ら
し
く
、
希
望

す
。

　

こ
の
う
ち
能
力
と
熱
意
は
、

そ
れ
ぞ
れ
０
点
か
ら
１
０
０
点

47

に
満
ち
て
い
ま
す
。
常
に
「
私

に
は
す
ば
ら
し
い
人
生
が
ひ
ら

か
れ
て
い
る
」
と
思
い
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
決
し
て
不

平
不
満
を
言
っ
た
り
、
暗
く
う

っ
と
う
し
い
気
持
ち
を
も
っ
た

り
、
ま
し
て
や
人
を
恨
ん
だ
り
、

憎
ん
だ
り
、
妬
ん
だ
り
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
思
い

を
も
つ
こ
と
自
体
が
人
生
を
暗

く
す
る
か
ら
で
す
。

　

非
常
に
単
純
な
こ
と
で
す
が
、

自
分
の
未
来
に
希
望
を
い
だ
い

て
明
る
く
積
極
的
に
行
動
し
て

い
く
こ
と
が
、
仕
事
や
人
生
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
第
一
条

件
な
の
で
す
。

ま
で
あ
り
、
こ
れ
が
積
で
掛
か

る
の
で
、
能
力
を
鼻
に
か
け
努

力
を
怠
っ
た
人
よ
り
は
、
自
分

に
は
普
通
の
能
力
し
か
な
い
と

思
っ
て
誰
よ
り
も
努
力
し
た
人

の
方
が
、
は
る
か
に
す
ば
ら
し

い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
考
え
方
が
掛
か
り

ま
す
。
考
え
方
と
は
生
き
る
姿

勢
で
あ
り
マ
イ
ナ
ス
１
０
０
点

か
ら
プ
ラ
ス
１
０
０
点
ま
で
あ

り
ま
す
。
考
え
方
次
第
で
人
生

や
仕
事
の
結
果
は
１
８
０
度
変

わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
能
力
や
熱
意
と
と
も

に
、
人
間
と
し
て
の
正
し
い
考

え
方
を
も
つ
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
に
な
る
の
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

勉強会への参加、入塾に興味のある方
＜連絡先＞

info@zabuton-usa.com ( 内海 )

盛心塾ニューヨーク
www.seishinjukuny.org

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://goshikiprinting.com/
mailto:info@zabuton-usa.com
http://www.seishinjukuny.org


（9）　　 ［ローカル面］ 2026年（令和 8年）5月 23日（土）

　今回ご紹介するのは、コミックショップのDesert Island です。G/Lトレインの真横という好立地
に店を構え、唯一無二の存在感を放っているオルタナ系コミックショップ。漫画だけでなくアート
関係の本も充実していて、行くと必ず何か新しい発見があります。お店のプロデュースを全て手掛
ける店主のGabeさんはアーティストのサポートやイベントの実施にも積極的で、コミュニティの
重鎮的な存在。私も何度か店頭で自分の作品を売ってもらいましたが、その後のサポートも手厚く、
店頭にアーティストたちが集う理由も納得がいきます。私も気づけば9年間通い、新しい友達に知
り合ったり、大好きな作品に出会ったりと、とても大切な場所なのです！
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京から NYへ移
住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていたら楽しくなってしまい 2021
年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。2023年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！
（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【28】

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
教

育
・
文
化
系
の
非
営
利
団
体
の

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、

親
子
で
楽
し
む「
お
は
な
し
会
」

を
開
催
す
る
。
対
象
は
0
歳
か

ら
3
歳
ま
で
の
児
童
。
手
あ
そ

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通

し
て
、
日
本
語
の
ひ
び
き
や
リ

ズ
ム
を
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
楽

し
む
。
日
本
語
や
ス
ト
ー
リ
ー

タ
イ
ム
に
は
じ
め
て
触
れ
る
子

供
に
も
ぴ
っ
た
り
の
楽
し
く
あ

た
た
か
な
時
間
を
提
供
す
る
。

　

日
時
は
、
5
月
23
日
（
土
）

と
6
月
6
日
（
土
）
は
セ

ン
ト
マ
ー
ク
ス
校
（238 St 

Marks Ave

）
で
、
6
月
18

日
（
木
）
は
ク
リ
ン
ト
ン

校
（535 Clinton Ave, 2nd 

Fl

）
で
開
催
し
、
時
間
は
す
べ

親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会  

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

て
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時

ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

３
４
７
・
７
２
１
・
３
５
２
１
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

p
r
o
g
r
a
m
s
@

aozoracom
m
unity.

org 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ

サ

イ

ト http://www.
aozoracommunity.org/ 

を

参
照
す
る
。

　

週
末
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
行

く
な
ら
ダ
ン
ボ
地
区
の
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
下
で
開
催
さ

れ
て
い
る
名
物
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
行
っ
て
み
よ
う
。
古

着
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
ア
ン
テ
ィ

ー
ク
が
い
っ
ぱ
い
。
中
で
も
人

気
な
の
が
中
古
の
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
。
ケ
ー
タ
イ
の
方
が
画
質

は
良
い
が
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気

が
な
ぜ
か
女
の
子
に
大
人
気
。

デ
ジ
カ
メ
で
も
一
眼
レ
フ
は
操

作
が
難
し
い
け
ど
、
ミ
ラ
ー
レ

ス
は
見
た
目
が
メ
カ
ニ
カ
ル
な

割
に
、
と
に
か
く
押
せ
ば
写
る

と
こ
ろ
が
い
い
の
だ
と
か
。

週
末
の
ダ
ン
ボ
地
区

蚤
の
市
で
人
気
モ
ノ

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://www.jwsny.org/pdfs/document/boshu_youkou2026.pdf
http://www.aozoracommunity.org/
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
９
日
、

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト

で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ

ー
ド
に
全
校
児
童
生
徒
が
参
加

し
た
。
児
童
生
徒
は
、
16
日
に

行
わ
れ
た
運
動
会
で
着
用
す
る

赤
組
・
白
組
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
身

に
ま
と
い
、
沿
道
の
観
客
に
手

を
振
り
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
行

進
し
た
。

　

保
護
者
は
法
被
を
着
て
寒
川

神
社
の
神
輿
を
担
ぎ
、「
わ
っ

し
ょ
い
」
の
掛
け
声
と
と
も
に

レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
ま
で
の
道

の
り
を
練
り
歩
い
た
。
レ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
で
は
、
Ｎ
Ｊ
ソ
ー

ラ
ン
を
45
秒
間
披
露
し
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
と

日
本
文
化
を
世
界
に
発
信
し

た
。
終
了
後
に
は
大
き
な
拍
手

と
歓
声
が
送
ら
れ
、
児
童
生

徒
・
保
護
者
・
教
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

の
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
た
。
振
り
返
り
で
は
「
こ
ん

な
に
日
本
好
き
の
ア
メ
リ
カ
人

が
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
」「
改
め
て
日
本
は
素
晴
ら

し
い
国
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ

で
生
活
す
る
日
本
人
と
し
て
の

誇
り
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な

っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

ジャパンパレードに参加

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
・
小

堤
紀
子
校
長
）
は
、
24
日
に
開

催
さ
れ
る
恒
例
の
運
動
会
に
向

け
、
校
内
の
各
部
・
各
学
年
で

準
備
や
練
習
が
本
格
化
し
て
い

る
。
運
動
会
は
児
童
生
徒
だ
け

で
な
く
保
護
者
に
と
っ
て
も
毎

年
大
き
な
楽
し
み
と
な
っ
て
い

る
学
校
行
事
の
一
つ
だ
。

　

幼
児
部
は
、障
害
物
競
走「
お

す
し
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
の
練
習

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
本

番
で
使
用
す
る
小
道
具
を
実
際

に
使
い
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い

取
り
組
ん
で
い
た
。
カ
ラ
フ
ル

な
寿
司
ネ
タ
を
手
に
笑
顔
で
走

る
姿
に
、
教
室
や
ホ
ー
ル
に
は

歓
声
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
運
動
会
の
見
ど
こ
ろ

の
一
つ
で
も
あ
る
紅
白
対
抗
リ

レ
ー
で
は
、
各
学
年
か
ら
選
ば

れ
た
代
表
選
手
た
ち
が
本
番
に

向
け
て
５
週
間
に
わ
た
り
練
習

を
重
ね
て
い
る
。
今
週
は
屋
内

で
チ
ー
ム
ご
と
の
作
戦
会
議
も

行
わ
れ
、
走
順
や
バ
ト
ン
パ
ス

の
確
認
に
真
剣
な
表
情
を
見
せ

て
い
た
。

　

練
習
で
は
、
５
・
６
年
生
の

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な

り
「
は
い
」「
い
い
ね
」
と
下

級
生
に
声
を
掛
け
な
が
ら
、
1

年
生
か
ら
順
番
に
バ
ト
ン
を
つ

な
い
で
い
く
様
子
も
見
ら
れ

た
。
学
年
を
超
え
て
協
力
し
合

う
姿
に
は
、
補
習
授
業
校
な
ら

で
は
の
温
か
な
縦
割
り
活
動
の

良
さ
が
表
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
中
高
等
部
の
生
徒

約
１
０
０
人
は
、
運
動
会
当
日

の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。
用
具
係
、放
送
係
、

得
点
係
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

に
分
か
れ
、
当
日
の
進
行
が
円

滑
に
進
む
よ
う
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
て
い
る
。

　

同
校
は
６
月
６
日
（
土
）
に

学
校
説
明
会
も
予
定
し
て
お

り
、
地
域
の
日
本
語
教
育
や
学

校
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
機
会
と
し
て
、
多
く
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

運
動
会
へ
向
け
熱
気
高
ま
る　

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
で
準
備
進
む

　

5
月
9
日
、
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

は
昨
年
度
に
続
き
、
2
年
目
と

な
る
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に
参

加
し
た
。
今
年
は
「Japanese 

Children's Society

」
と
「
フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
2
団

体
合
同
で
参
加
し
、
0
歳
か
ら

中
学
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
と

そ
の
家
族
、
約
１
８
０
人
が
参

加
。
ま
た
、
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー

ド
事
務
局
よ
り
日
米
両
国
の
国

旗
を
持
つ
役
割
に
選
ば
れ
た
ほ

か
、
同
学
園
と
し
て
初
め
て
ベ

ン
ダ
ー
ブ
ー
ス
も
出
店
し
、
昨

年
以
上
に
盛
り
上
が
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

だ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
沿

道
の
観
客
に
笑
顔
で
手
を
振
り

な
が
ら
約
１
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
元
気
に
歩
い
た
。
ゴ
ー
ル

付
近
の
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

か
ら
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
チ
ー
ム
と

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
2
団
体
が
出

演
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
た
。
本
番
に
向
け
て
気

合
十
分
の
子
ど
も
た
ち
は
、
お

そ
ろ
い
の
衣
装
に
身
を
包
み
、

直
前
ま
で
熱
心
に
練
習
を
重
ね

て
い
た
。

　

ベ
ン
ダ
ー
ブ
ー
ス
で
は
「
日

本
の
昔
遊
び
」
を
テ
ー
マ
に
、

折
り
紙
・
こ
ま
・
お
手
玉
な
ど

を
紹
介
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
世
代
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
っ
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

「
雨
だ
っ
た
け
れ
ど
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
参
加
し

た
い
」「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
道

路
の
真
ん
中
を
歩
い
た
の
は
初

め
て
で
し
た
」
と
感
想
を
話
し

た
。Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
に
と
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
日
本
文
化
を
発

信
し
な
が
ら
多
く
の
人
と
交
流

す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

大盛り上がりの
Japan Parade
NY育英学園の児童生徒

http://www.jwsnj.org/
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現
地
校
学
習
塾
ブ
ッ
ク
エ

ン
ド
・
チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ

（Bookend Tutoring

、
塾
長
・

ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
和
子
）
は
31

（
日
）
午
前
10
時
か
ら
11
時
（
英

語
）と
11
時
か
ら
正
午
ま
で（
日

本
語)

、
全
学
年
の
高
校
生
に

向
け
た
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
無
料

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
受
験
、
大
学

進
学
手
続
き
に
知
っ
て
お
く
べ

き
全
て
を
解
説
す
る
。
具
体
的

に
は
、
①
大
学
は
何
を
基
準
に

合
否
を
決
め
る
か
、
②
高
得
点

獲
得
の
為
の
コ
ツ
と
攻
略
法
、

③
出
願
、
受
験
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
、
④
Ｎ
Ｙ
・
Ｎ
Ｊ
主
要
大
学

の
ス
コ
ア
、
⑤
申
請
の
種
類
や

注
意
点
、⑥
Ａ
Ｃ
Ｔ
と
の
比
較
、

⑦
申
請
時
の
エ
ッ
セ
イ
の
重
要

性
や
種
類
、
⑧
テ
ス
ト
の
内
容

や
ス
コ
ア
リ
ン
グ
、
⑨
デ
ジ
タ

ル
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
仕
組
み
。
ま
た
、

True or False

の
質
問
等
も
あ

り
視
聴
者
参
加
型
で
実
施
。
質

疑
応
答
で
質
問
も
可
能
。
そ
し

て
同
塾
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
紹
介
さ
れ
る
。

　

今
受
験
シ
ー
ズ
ン
真
最
中
の

11
年
生
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
か

ら
受
験
を
迎
え
る
８
〜
10
年
生

も
対
象
に
し
て
お
り
、
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
な
ど
は
事
前
に
よ
く
理

解
す
る
事
で
先
手
を
打
っ
て
受

験
を
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
越
え
ら

れ
る
。

　

事
前
に
テ
ス
ト
内
容
を
把

握
す
る
事
で
、
日
々
の
勉
強

か
ら
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
意
識
し
て
勉

強
し
て
行
く
事
も
可
能
に
す

る
な
ど
、
８
〜
10
年
生
に
も

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
含
ん
だ

内
容
に
な
っ
て
い
る
。
問
い

あ
わ
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

３
４
７
・
２
３
９
・
０
３
０
６
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

bookendtutoring@gmail.
com

ま
で
。

  

米
国
で
の
大
学
進
学
の
全
て

ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
・
チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

31
日
に
日
本
語
と
英
語
で
解
説

　

ハ
ン
タ
ー
大
学
日
本
語
・
日

本
文
化
コ
ー
ス
は
５
月
13
日
、

同
大
学
で
学
期
末
茶
会
を
開
催

し
た
。
春
学
期
の
茶
道
コ
ー
ス

を
受
講
し
た
学
生
33
人
が
、
解

説
を
交
え
な
が
ら
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
、
参
加

者
に
抹
茶
と
お
菓
子
を
振
る
舞

っ
た
。
学
外
か
ら
の
参
加
者
に

は
管
轄
の
警
察
文
署
の
ノ
リ
ー

ン
・
ラ
ザ
ル
ス
署
長
を
は
じ
め
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
、
ジ
ョ
ン
・
カ
ー

ペ
ン
タ
ー
氏
や
モ
ニ
カ
・
ビ
ン

チ
ク
氏
も
お
り
、
学
生
の
も
て

な
し
を
楽
し
ん
だ
。

　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

担
当
し
た
学
生
は
緊
張
し
た
面

持
ち
で
練
習
し
た
点
前
や
客
の

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

親
子
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
運
動

会
ご
っ
こ
」
を
６
月
14
日
（
１

〜
２
・
５
歳
）
と
21
日
（
２
・
５

〜
６
歳
）
の
日
曜
日
に
開
催
す

る
。か
け
っ
こ
や
玉
入
れ
な
ど
、

日
本
の
運
動
会
の
競
技
を
親
子

で
楽
し
め
る
内
容
。
準
備
運
動

で
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い

っ
ぱ
い
に
各
競
技
へ
挑
戦
す

る
。
ま
た
、
保
護
者
も
一
緒
に

参
加
し
、
参
加
者
同
士
の
交
流

を
深
め
る
機
会
に
な
る
。
幼
稚

園
で
の
活
動
を
取
り
入
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
日
本
語
を
使
う

機
会
を
増
や
し
た
い
家
庭
や
、

日
本
語
環
境
で
集
団
活
動
を
体

験
さ
せ
た
い
保
護
者
か
ら
も
好

評
を
得
て
い
る
。

　

参
加
費
は
ひ
と
り
40
ド

ル
（
き
ょ
う
だ
い
が
参
加
す

る
場
合
は
ひ
と
り
に
つ
き
10

ド
ル
）。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

Ｅ
メ
ー
ルprj@nyikuei.org

ま
で
。 ＮＹ育英学園で6月14日

全力疾走！
運動会ごっこ

Ｑ　

帰
国
枠
で
の
中
学
受
験
を

さ
せ
る
べ
き
か
悩
ん
で
い
ま

す
。
現
在
ア
メ
リ
カ
在
住
で
、

日
本
の
小
学
４
年
生
に
あ
た
る

娘
が
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
帰
国

予
定
で
す
が
、
帰
国
生
受
験
と

い
う
選
択
肢
を
使
う
べ
き
か
、

地
元
の
公
立
中
学
に
進
む
べ
き

か
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
。
実
際

に
経
験
さ
れ
た
方
の
お
話
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

帰
国
後
の
お
子
様
の
学
校

生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て

あ
げ
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
、

と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
私

自
身
、
数
年
前
に
同
じ
悩
み
を

抱
え
て
い
た
一
人
で
す
。
当
時

娘
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
の
現
地
校
に
通
っ
て

お
り
、
滞
在
中
は
絶
え
ず
「
帰

国
生
受
験
を
さ
せ
る
べ
き
か
」

と
い
う
問
い
が
頭
か
ら
離
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。今
振
り
返
れ
ば
、

迷
い
な
が
ら
も
受
験
に
踏
み
切

っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
少

し
お
話
し
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

　

ま
ず
、
帰
国
生
受
験
は
検
討

す
る
価
値
が
十
分
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
海
外
で
の
生
活
や
英

語
力
を
入
試
で
活
か
せ
る
だ
け

で
な
く
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を

持
つ
仲
間
と
出
会
え
る
環
境

が
、
帰
国
後
の
お
子
さ
ま
に
と

っ
て
大
き
な
支
え
に
な
る
か
ら

で
す
。

　

我
が
家
で
は
、
入
学
後
に
英

語
の
取
り
出
し
授
業
を
受
け
ら

れ
る
学
校
を
選
び
ま
し
た
。
帰

国
後
も
継
続
し
て
英
語
力
を
伸

ば
せ
る
点
に
魅
力
を
感
じ
た
た

め
で
す
。
娘
も
入
学
後
「
み
ん

な
似
た
よ
う
な
経
験
を
し
て
い

る
」
と
い
う
安
心
感
を
得
て
、

そ
れ
が
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

帰
国
生
を
受
け
入
れ
る
学
校

に
は
、
英
語
力
を
伸
ば
せ
る
学

校
や
未
修
分
野
を
補
習
し
て
く

れ
る
学
校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
お
子
さ
ま
に
合
っ
た
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
く
れ
る
学
校
選
び

が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
出
願
資
格
は
学
校
ご

と
に
異
な
る
た
め
、
海
外
在
籍

年
数
や
帰
国
後
の
期
間
な
ど
を

事
前
に
確
認
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。不
明
点
が
あ
れ
ば
、

学
校
に
問
い
合
わ
せ
る
と
安
心

で
す
。

　

ま
た
、
受
験
科
目
も
学
校
に

よ
っ
て
異
な
り
、
3
教
科
に
面

接
を
加
え
る
場
合
や
、
英
語
と

面
接
の
み
の
学
校
も
あ
り
ま

す
。
お
子
さ
ま
の
強
み
に
合
っ

た
入
試
形
式
を
選
ぶ
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

我
が
家
で
は
、
帰
国
後
す
ぐ

に
帰
国
生
専
門
の
塾
に
入
り
ま

し
た
。同
じ
境
遇
の
子
が
多
く
、

娘
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
ら
れ
た

の
は
良
か
っ
た
で
す
。
算
数
は

も
と
も
と
得
意
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
大
き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
国
語
に
は
苦
労

し
ま
し
た
。
現
地
校
生
活
が
長

く
、
日
本
語
で
「
読
む
・
書
く
・

考
え
る
」
と
い
う
経
験
が
不
足

し
て
い
た
た
め
で
す
。
対
策
と

し
て
、
毎
日
短
い
日
本
語
の
文

章
を
音
読
さ
せ
、
内
容
を
ノ
ー

ト
に
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る

習
慣
を
つ
け
ま
し
た
。
は
じ
め

は
要
点
を
う
ま
く
つ
か
め
ず
苦

戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
2
〜
3

ヶ
月
ほ
ど
続
け
る
う
ち
に
読
解

ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
、
記
述
問

題
に
も
少
し
ず
つ
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

焦
ら
ず
毎
日
続
け
る
こ
と
が
、

結
局
い
ち
ば
ん
の
近
道
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

情
報
収
集
に
は
、
海
外
子
女

教
育
振
興
財
団
や
帰
国
生
向
け

の
団
体
が
主
催
す
る
学
校
説
明

会
（
海
外
開
催
の
も
の
も
あ
り

ま
す
）、
帰
国
生
向
け
の
受
験

ガ
イ
ド
が
役
立
ち
ま
す
。
可
能

で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
実
際
に
学
校

へ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
我
が
家
も
一
時
帰
国
を
利

用
し
て
個
別
に
学
校
訪
問
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
が
施

設
を
案
内
し
て
く
だ
さ
り
、
質

問
の
時
間
ま
で
設
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ

け
で
は
わ
か
ら
な
い
学
校
の
雰

囲
気
や
先
生
の
人
柄
を
肌
で
感

じ
ら
れ
た
こ
と
が
、
最
終
的
な

決
断
の
後
押
し
に
な
り
ま
し

た
。

　

学
校
選
び
に
正
解
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
お
子
様
が
「
こ
こ
に

行
き
た
い
」
と
思
え
る
場
所
を

一
緒
に
探
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
迷
っ
て
い
る
今
、
ま
ず
一

校
で
も
説
明
会
に
参
加
し
て
み

る
こ
と
が
、
き
っ
と
答
え
に
近

づ
く
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

海
外
赴

任
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
「
母
親
が

歩
い
て
見
た
帰
国
生
の
た
め
の

学
校
案
内
」
を
毎
年
発
行
し
て

い
ま
す
。
帰
国
生
入
試
を
行
う

首
都
圏
の
学
校
を
訪
問
し
て
集

め
た
帰
国
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

入
試
・
編
入
情
報
な
ど
を
掲
載
。

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
の
上
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 
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中学受験をさせるべきか

所
作
を
披
露
し
、
解
説
を
担
当

し
た
学
生
は
「
一
期
一
会
な
ど

を
学
ん
だ
」「
他
の
講
座
と
全

く
違
い
、
日
々
の
心
の
持
ち
よ

う
を
学
ん
だ
」「
忘
れ
ら
れ
な

い
体
験
と
な
っ
た
」
な
ど
と
、

茶
道
を
通
じ
て
日
本
文
化
の
根

底
な
る
精
神
文
化
も
学
ん
だ
。

　

同
大
学
で
は
２
０
１
７
年

（
春
学
期
）
に
コ
ー
ル
阿
部
真

理
氏
が
茶
道
コ
ー
ス
を
開
設
、

コ
ー
リ
ン
や
北
米
伊
藤
園
か
ら

の
支
援
、
裏
千
家
茶
の
湯
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
今
年
で

10
年
と
な
っ
た
。現
在
は
初
級
・

中
級
コ
ー
ス
を
春
学
期
と
秋
学

期
に
実
施
し
て
い
る
。講
師
は
、

コ
ー
ル
阿
部
真
理
氏
と
フ
ィ
リ

ッ
プ
・
ハ
フ
ァ
ー
テ
ィ
氏
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
９
年

生
が
５
日
、
南
ク
ラ
ー
ク
ス
タ

ウ
ン
高
校
を
訪
れ
、
交
流
校
の

生
徒
と
ペ
ア
に
な
っ
て
１
日
を

共
に
過
ご
し
た
。

　

案
内
役
を
務
め
た
の
は
、
ジ

ェ
イ
ク
・
フ
ェ
イ
リ
ン
グ
日
本

語
教
諭
の
下
で
日
本
語
を
学
ん

で
い
る
交
流
校
の
生
徒
で
、
校

内
の
施
設
や
授
業
に
つ
い
て
丁

寧
に
紹
介
し
、
日
本
人
学
校
の

生
徒
は
、
日
本
語
の
授
業
を
は

じ
め
、
生
物
や
歴
史
の
授
業
、

更
に
他
教
科
の
授
業
に
も
参
加

し
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
活
を

実
際
に
体
験
し
た
。
初
め
は
緊

張
し
た
様
子
が
見
ら
れ
た
が

徐
々
に
打
ち
解
け
、
授
業
中
や

休
み
時
間
に
は
英
語
で
の
会
話

に
挑
戦
し
、
互
い
の
文
化
や
日

常
生
活
に
つ
い
て
伝
え
合
っ
て

い
た
。

　

今
回
の
交
流
は
、
ア
メ
リ
カ

社
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と

も
に
、
英
会
話
の
実
践
力
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
た
。「
今
回
の
学
校
間
交
流

を
通
し
て
、
改
め
て
英
語
の
大

切
さ
や
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
大
切
さ
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
」「
元

気
で
活
気
の
あ
る
挨
拶
や
、
ハ

イ
タ
ッ
チ
を
交
わ
す
場
面
が
多

く
見
ら
れ
た
。
分
か
ら
な
い
こ

と
を
丁
寧
に
聞
い
て
く
れ
た

り
、
迷
っ
た
際
に
は
教
室
ま
で

案
内
し
、『Enjoy

』
と
笑
顔
で

声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
な

ど
、
思
い
や
り
と
行
動
力
の
あ

る
人
が
多
い
と
感
じ
た
」
と
い

っ
た
生
徒
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　

実
際
の
学
校
生
活
に
触
れ
る

中
で
、
言
葉
を
通
じ
た
交
流
の

意
義
を
体
感
す
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
、
今
後
の
学
習
へ
の
意

欲
を
高
め
る
１
日
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
９
年
生

現
地
高
校
訪
問
し
交
流

学期末茶会を開催
ハンター大学日本語・日本文化コース

http://shidogakuin.com
https://www.his-usa.com/special/america/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=affiliate_banner&utm_campaign=weekly_ny&utm_content=top_banner
mailto:prj@nyikuei.org
mailto:prj@nyikuei.org
mailto:prj@nyikuei.org
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
mailto:bookendtutoring@gmail.com


応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

北米伊藤園新俳句グランプリ2026　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

英語部門

仮
免
の
磨
く
ボ
デ
ィ
ー
に
舞
う
桜　

大
工
園
亮
介 

Ｏ
Ｈ
州

春
巡
り
子
か
ら
の
メ
ー
ル
に
丁
寧
語　

市
川
泰
子 

Ｍ
Ａ
州

川
風
で
遅
れ
て
咲
き
し
花
い
と
し大

沼
信
夫 

Ｎ
Ｙ
州

朝
露
に
濡
れ
て
ぼ
た
ん
の
花
開
く 

ギ
ル
モ
ア
香
世 

Ｐ
Ａ
州

両
手
持
つ
椀
の
香
り
や
浅
蜊
汁　
　

島
崎
志
津
香 

Ｎ
Ｊ
州

な
じ
み
無
き
こ
と
ば
桜
を
讃
え
た
り

櫻
井
陽
子 
Ｎ
Ｙ
州

ま
だ
長
く
歩
け
ぬ
足
よ
青
き
踏
む 

宇
佐
美
好
子 

Ｍ
Ａ
州

日
曜
日 

教
室
に
吹
く 

春
の
風　

新
沼 

歩 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６　

12
歳
）

降
っ
て
く
る 

色
づ
き
の
雨
と 

花
び
ら
が

浅
田
な
お
み 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１　

15
歳)

　

今
朝
咲
い
た 

太
陽
向
か
っ
て 

背
伸
び
し
た

藤
木 

結 

Ｄ
Ｅ
州

（フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
高
３　

17
歳
）

春
の
空 

黄
色
み
が
ま
す 

ス
ク
ー
ル
バ
ス 

尾
上
美
祈 

Ｎ
Ｃ
州 

 

（シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
日
本
語
補
習
学
校
中
１　

12
歳
）

ラ
ン
ド
セ
ル 

走
る
背
中
に 

花
曇 林 

勇
吹 

Ｎ
Ｃ
州

（シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
日
本
語
補
習
学
校
中
３　

14
歳
）

ヒ
ヤ
シ
ン
ス 

ど
こ
か
ら
見
て
も
笑
っ
て
る

宇
佐
美
樹
里
愛 

Ｐ
Ａ
州

 

（キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ　

15
歳
）

春
風
を 

味
方
に
し
た
い  

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

宇
佐
美
杏
里
彩 

Ｐ
Ａ
州

（キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ　

13
歳
）

rain becomes
instrumental...
water harp

 ─Stephen J. DeGuire, CA

o� -season
the cabin mice enjoy
three months rent free

─Julie Schwerin, WI

cherry bud
her � rst footprints
in a greeting card

─Ibrahim Nureni, LA

lilac breeze
blows right through
our � ngers

─John Savoie, IL

crack of marbles
a cat’s eye
clears the moon

─Marilyn Ashbaugh, MI

in like a dandelion equinox
─Lorraine A Padden, CA

2026年（令和 8年）5月 23日（土） ［企画のページ］　　（12  ）

「4月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2026」の4月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂
いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き5月分の応募を受け付けており、5月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

after a long drive our dip in the sunsetting lake
─Barrie Levine, MA

2026

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2026は、米国東部時間2026年1月1日12:00AMから2026年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2027年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。
 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2026年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・リンドクイスト
（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2026年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
5 5/1/26 5/30/26 11:59:59pm 5/30/26
6 5/30/26 6/30/26 11:59:59pm 6/30/26
7 7/1/26 7/31/26 11:59:59pm 7/31/26
8 8/1/26 8/30/26 11:59:59pm 8/31/26
9 9/1/26 9/30/26 11:59:59pm 9/30/26
10 10/1/26 10/31/26 11:59:59pm 10/31/26

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

5 6/1/26 6/6/26 6/9/26 7 7 7
6 7/1/26 7/8/26 7/10/26 7 7 7
7 8/1/26 8/6/26 8/10/26 7 7 7
8 9/1/26 9/8/26 9/11/26 7 7 7
9 10/1/26 10/7/26 10/9/26 7 7 7
10 11/1/26 11/9/26 11/11/26 7 7 7

日
本
語
部
門

18
歳
未
満
部
門

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


（13）　　 ［作文のページ］ 2026年（令和 8年）5月 23日（土 )

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

こ
の
言
葉
は
、
私
の
日
本

の
学
校
で
担
任
だ
っ
た
先
生

が
教
え
て
く
れ
た
言
葉
だ
。

こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
の
は
、

自
分
の
人
生
は
自
分
だ
け
の

も
の
だ
と
、
そ
の
こ
と
が
最

近
や
っ
と
わ
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

私
が
保
育
園
を
卒
園
し
た

こ
ろ
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
広
ま

り
、
六
月
に
迎
え
る
こ
と
に

な
っ
た
学
校
生
活
。
周
り
に

知
っ
て
い
る
子
は
ど
こ
に
も

い
な
く
て
、
私
は
い
つ
も
以

上
に
緊
張
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
先
生
た
ち
の
話
も
た
だ

聞
い
て
い
た
だ
け
で
、
内
容

が
上
手
く
理
解
で
き
な
か
っ

た
。
た
だ
、
他
の
子
は
き
ち

ん
と
先
生
の
目
を
見
て
聞
い

て
い
て
す
ご
い
な
と
、
私
に

そ
ん
な
こ
と
は
出
来
な
い
な

と
、
自
分
と
比
べ
て
い
た
。

し
か
し
、
担
任
の
先
生
が
話

し
て
い
た
こ
と
に
、
私
は
そ

れ
に
と
て
も
驚
か
さ
れ
た
の

だ
。

　
「
な
に
か
上
手
く
い
か
な
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
誰
か
と

比
較
さ
れ
て
も
、
自
分
だ
け

の
人
生
を
歩
ん
で
い
い
。
自

分
が
正
し
い
と
思
う
道
を
進

ん
で
い
い
。
人
の
数
だ
け
人

生
が
あ
っ
て
い
い
の
で
す
。」

　

そ
の
時
、
私
は
一
人
一
人

が
自
由
に
人
生
を
楽
し
め
る

こ
と
は
、
な
ん
て
い
い
こ
と

な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
だ
。

私
の
先
生
は
小
さ
い
頃
か
ら

先
生
に
な
る
の
が
夢
で
、
夜

遅
く
ま
で
勉
強
し
た
り
、
様
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
、
自

分
が
正
し
い
と
思
う
道
を
進

ん
で
き
た
そ
う
だ
。
一
方
私

は
、
親
に
色
々
な
こ
と
を
決

め
て
も
ら
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
し
て
、両
親
は
、

私
に
人
生
の
中
で
大
切
な
「
時

間
」
や
、
そ
の
時
間
で
精
い

っ
ぱ
い
稼
い
だ
「
お
金
」
を

私
の
た
め
に
使
っ
て
く
れ
て

い
た
の
だ
。

　

生
き
る
た
め
に
は
い
つ
か

必
ず
学
力
が
必
要
に
な
る
か

ら
と
、
私
の
た
め
に
塾
に
入

れ
て
く
れ
た
け
れ
ど
も
、
私

は
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
も
う

と
せ
ず
、
ず
っ
と
遊
ん
で
い

た
り
、
中
途
半
端
に
過
ご
し

て
い
た
り
と
、
私
は
色
々
な

未
来
の
私
の
た
め
の
選
択
を

間
違
え
て
し
ま
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
選
択
の
中
で
も
絵
を
描

い
た
り
、
好
き
な
も
の
を
制

作
し
た
り
す
る
こ
と
を
選
ん

だ
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、

最
近
私
は
こ
う
思
う
こ
と
が

で
き
た
の
だ
。

　

そ
れ
ら
の
選
択
の
お
か
げ

で
、
言
い
た
い
こ
と
を
絵
で

　

サ
サ
サ
サ
ッ
サ
サ
サ
サ
ッ
。

周
り
の
み
ん
な
の
え
ん
筆
の

音
が
気
に
な
っ
た
。

　

ぼ
く
は
今
年
の
夏
休
み
に
、

ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
引
っ
こ
し
て
き

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い

て
か
ら
す
ぐ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
ほ
習
じ
ゅ
業
校
の
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
受
け
に

行
っ
た
。
前
の
日
の
夜
に
持

ち
物
の
準
備
を
し
て
い
た
ら
、

日
本
の
筆
箱
を
船
便
に
入
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。
と
て
も
不
安
な
気
持

ち
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
仕
方

が
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
通

う
ド
イ
ツ
人
学
校
用
の
筆
箱

を
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
た
。
ぼ

く
た
ち
は
ま
だ
車
が
な
い
の

で
、
バ
ス
に
乗
っ
て
家
族
み

ん
な
で
テ
ス
ト
を
受
け
る
場

所
に
行
っ
た
。
家
族
と
別
れ

て
、
ぼ
く
一
人
で
テ
ス
ト
を

受
け
る
部
屋
に
入
っ
た
。
教

頭
先
生
が
、
国
語
と
算
数
の

テ
ス
ト
を
わ
た
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

の
ほ
習
校
で
は
、
国
語
の
勉

強
し
か
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
か
ら
、
国
語
の
テ
ス
ト
を

先
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
日

本
の
算
数
は
勉
強
し
た
こ
と

が
な
く
て
全
く
分
か
ら
な
い

か
ら
、
国
語
の
テ
ス
ト
を
受

け
て
い
る
間
も
、
ず
っ
と
心

配
だ
っ
た
。

　

で
も
国
語
の
テ
ス
ト
が
終

わ
っ
て
し
ま
い
、
算
数
の
テ

ス
ト
を
始
め
た
。
何
も
分
ら

な
く
て
、
周
り
の
み
ん
な
の

え
ん
筆
の
音
が
と
て
も
大
き

く
聞
こ
え
た
。
み
ん
な
は
自

分
の
問
題
を
ど
ん
ど
ん
解
い

て
い
く
。
結
局
、
最
後
ま
で

何
も
書
け
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
え
ん
筆
を
筆
箱
に
し
ま

う
時
、
頭
が
が
ん
が
ん
す
る

こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
自
分

が
算
数
を
何
も
解
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
頭
が

い
っ
ぱ
い
で
、
外
で
待
っ
て

い
た
家
族
の
顔
を
見
た
ら
、

な
み
だ
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
次
の
週
の
土
曜
日
が
、

最
初
の
登
校
日
だ
っ
た
。
行

き
の
バ
ス
の
中
で
は
、
算
数

の
じ
ゅ
業
に
つ
い
て
い
け
る

か
と
て
も
心
配
だ
っ
た
し
、

友
達
が
で
き
る
か
こ
わ
か
っ

た
。
最
初
は
国
語
の
じ
ゅ
業

が
あ
っ
て
、
つ
い
に
算
数
の

じ
ゅ
業
の
時
間
が
き
た
。
手

を
挙
げ
る
と
き
、
こ
お
っ
た

海
に
飛
び
こ
ん
だ
み
た
い
に

ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
え
た
。
と
て

も
こ
わ
く
て
、
鳥
は
だ
が
た

っ
た
。
で
も
川
村
先
生
が
や

さ
し
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

か
ら
、
じ
ゅ
業
の
内
容
は
ほ

と
ん
ど
分
か
っ
て
、
少
し
安

心
し
た
。

　

次
の
土
曜
日
ま
で
、
算
数

の
じ
ゅ
業
に
つ
い
て
い
け
る

よ
う
に
、
毎
日
昼
か
ら
夜
ま

で
、
日
本
の
算
数
の
勉
強
を

し
た
。
ま
だ
船
便
が
と
ど
い

て
い
な
く
て
、
ぼ
く
の
部
屋

に
は
つ
く
え
も
い
す
も
何
も

な
い
か
ら
、
ア
パ
ー
ト
の
共

有
ル
ー
ム
に
行
っ
て
勉
強
し

た
。
毎
日
コ
ー
ヒ
ー
を
取
り

に
来
る
お
兄
さ
ん
や
、
休
け

い
を
す
る
そ
う
じ
の
お
ば
さ

ん
、
電
話
で
話
し
て
い
る
女

の
人
、
そ
の
部
屋
に
来
る
み

ん
な
の
顔
を
覚
え
て
し
ま
っ

た
。
筆
算
の
仕
方
は
ド
イ
ツ

と
ち
が
う
し
、
図
形
の
名
前

や
単
位
も
初
め
て
聞
く
こ
と

ば
か
り
だ
し
、
新
し
く
覚
え

た
り
解
い
た
り
す
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
ぼ
く
は

す
ご
く
が
ん
ば
っ
た
。
だ
か

ら
、
二
回
目
の
じ
ゅ
業
は
も

う
大
じ
ょ
う
夫
か
な
、
と
思

っ
た
。

　

で
も
、
ち
が
っ
た
。
や
っ

ぱ
り
ま
だ
、
二
回
目
の
じ
ゅ

業
に
も
つ
い
て
い
け
な
か
っ

た
。
そ
の
日
の
帰
り
道
は
、

一
週
間
あ
ん
な
に
勉
強
し
た

の
に
無
だ
だ
っ
た
、
と
思
っ

て
く
や
し
か
っ
た
。
で
も
だ

ん
だ
ん
時
間
が
経
つ
う
ち
に
、

き
っ
と
練
習
が
足
り
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思

う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
だ

か
ら
ま
た
次
の
土
曜
日
ま
で
、

同
じ
ア
パ
ー
ト
の
共
有
ル
ー

ム
に
毎
日
通
っ
て
、
同
じ
人

た
ち
に
あ
い
さ
つ
を
し
な
が

ら
、
算
数
の
問
題
を
た
く
さ

ん
解
い
た
。

「
こ
わ
か
っ
た
算
数
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
尾
　
有
灯

　

こ
れ
は
、
元
プ
ロ
野
球
選

手
の
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
の
言
葉

で
す
。
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
、「
挑

戦
す
る
こ
と
を
『
で
き
る
』『
で

き
な
い
』
と
い
う
判
断
基
準

で
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
て
は

後
悔
を
生
む
だ
け
だ
。
や
り

た
い
と
思
う
な
ら
挑
戦
す
べ

き
で
、
ど
ん
な
結
果
が
出
よ

う
と
後
悔
は
な
い
は
ず
だ
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が

こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
の
は
、

自
分
が
自
信
を
持
て
な
い
の

を
ど
う
に
か
し
た
い
か
ら
で

す
。

　

二
年
生
の
時
、
ク
ラ
ス
で

友
達
の
お
わ
か
れ
会
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
劇
を
演
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、

ナ
レ
ー
タ
ー
に
挑
戦
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
ナ
レ
ー
タ
ー
は

一
番
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
人
気
で
し
た
。
み

ん
な
は
、「
絶
対
に
完
ぺ
き
に

す
る
ぞ
。」
と
自
信
を
持
っ
て

い
て
、「
家
で
も
練
習
し
て
必

ず
ナ
レ
ー
タ
ー
に
選
ば
れ
る

ぞ
。」
と
は
り
き
っ
て
い
た
の

で
、
私
は
ま
す
ま
す
自
信
が

な
く
な
っ
て
い
き
、
最
後
帰

る
こ
ろ
に
は
、「
で
き
な
い
」

「
必
ず
、
ナ
レ
ー
タ
ー
に
は
な

れ
な
い
」
し
か
頭
に
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
帰
り
道
で
、

「
人
の
数
だ
け
人
生
が
あ
る
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
木
　
陽
菜

「
や
り
た
い
と
思
え
ば
挑
戦

す
れ
ば
い
い
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
　
桜
子

表
現
し
て
友
達
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
伝
え
た
い
こ

と
が
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
、
来

た
こ
と
の
な
い
こ
の
国
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
手
段

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

そ
れ
と
同
時
に
、
友
達
と
と
も

に
ス
ポ
ー
ツ
や
難
し
い
勉
強
に

挑
戦
し
て
、
初
め
て
外
国
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
自
分
に

自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
。
こ
の
よ
う
な
選
択
の
お

か
げ
で
今
の
私
が
作
ら
れ
て
い

る
の
だ
。

　

私
も
担
任
の
先
生
み
た
い

に
、
自
分
が
大
切
だ
と
思
う
道

を
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

「
人
の
数
だ
け
人
生
が
あ
る
」

こ
の
言
葉
を
中
学
校
に
行
っ
て

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
４
か
月
）

　

三
回
目
の
じ
ゅ
業
は
、
楽
し

か
っ
た
。
じ
ゅ
業
で
先
生
が
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
し
、
じ
ゅ
業
中
に
問
題
を

解
く
こ
と
も
で
き
た
。
二
週
間

た
く
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
よ
か
っ

た
、
と
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、

平
日
に
通
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
人

学
校
で
も
、算
数
の
じ
ゅ
業
中
、

日
本
の
算
数
が
役
に
立
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
ド
イ
ツ

の
学
校
の
算
数
よ
り
も
、
日
本

の
算
数
の
方
が
、
一
年
か
二
年

分
く
ら
い
進
ん
で
い
る
か
ら

だ
。

　

ぼ
く
は
ま
た
数
年
後
に
ド
イ

ツ
に
も
ど
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
ほ

習
校
で
は
日
本
の
算
数
の
勉
強

を
す
る
こ
と
は
も
う
な
い
け
れ

ど
、初
め
て
の
日
本
の
算
数
は
、

ぼ
く
に
色
々
な
こ
と
を
教
え
て

く
れ
た
。最
初
は
こ
わ
く
て
も
、

が
ん
ば
れ
ば
そ
の
気
持
ち
は
楽

し
く
変
わ
る
こ
と
や
、
思
っ
て

も
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
別

の
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
な
ど

だ
。
五
年
分
を
追
い
つ
く
た
め

に
は
、
ま
だ
知
ら
な
い
問
題
も

た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
一
つ

ず
つ
解
い
て
み
て
、
た
く
さ
ん

練
習
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
り
た
い
。　
（
滞
米
２
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

思
わ
ず
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

「
も
う
、
ナ
レ
ー
タ
ー
は
私
に

は
無
理
だ
。
絶
対
で
き
な
い
。

ナ
レ
ー
タ
ー
は
だ
れ
か
に
任

せ
て
い
い
や
」。
イ
チ
ロ
ー
さ

ん
は
、
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
て

野
球
に
興
味
を
持
っ
た
の
か

な
。
私
も
な
ぜ
イ
チ
ロ
ー
さ

ん
み
た
い
に
、
自
信
が
持
て

な
い
の
。
と
毎
晩
毎
晩
、
同

じ
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
わ
か
れ
会
の
日

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ナ
レ

ー
タ
ー
に
選
ば
れ
た
子
は
、

ず
っ
と
く
り
返
し
、
く
り
返

し
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
え
ば
、
休
み
時
間

や
帰
り
道
に
そ
の
子
が
練
習

し
て
い
る
の
を
、
何
度
も
見

た
な
。
私
が
挑
戦
で
き
な
か

っ
た
の
は
、
自
分
の
事
で
は

な
く
、
周
り
の
事
ば
っ
か
り

見
て
、
自
分
の
事
に
つ
い
て

集
中
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

私
も
、
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
や
、

ナ
レ
ー
タ
ー
に
選
ば
れ
た
子

み
た
い
に
、
や
り
た
い
と
思

っ
た
こ
と
や
、
興
味
を
持
っ

た
事
に
は
、
次
々
と
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
。
イ
チ
ロ

ー
さ
ん
の
、「
や
り
た
い
と
思

え
ば
挑
戦
す
れ
ば
い
い
。」
こ

の
言
葉
を
、
中
学
校
に
行
っ

て
も
高
校
に
行
っ
て
も
、
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
（
滞
米
２
年
４
か
月
）

　

わ
た
し
が
冬
を
感
じ
る
事
を

二
つ
し
ょ
う
か
い
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
雪
が
ふ
っ
た
後

の
通
学
路
で
す
。
な
ぜ
か
と
言

う
と
、
雪
を
ふ
む
時
の
「
き
ゅ

っ
き
ゅ
っ
」
と
言
う
音
が
す
き

だ
か
ら
で
す
。
学
校
に
行
く
時

の
き
ん
ち
ょ
う
し
た
気
持
ち
が

な
く
な
っ
て
、
楽
し
い
事
だ
け

が
残
り
ま
す
。
で
す
が
、
た
ま

に
つ
る
つ
る
し
て
い
る
所
が
あ

る
か
ら
、
ス
リ
ル
が
ま
ん
て
ん

で
す
。

　

二
つ
目
は
、
毎
週
日
曜
日
家

族
で
食
べ
る
な
べ
で
す
。
毎
週

日
曜
日
に
食
べ
る
け
れ
ど
、
中

で
も
し
お
ち
ゃ
ん
こ
が
大
す
き

で
す
。
そ
れ
に
作
る
の
も
、
か

た
づ
け
も
か
ん
た
ん
だ
し
、
何

よ
り
も
お
い
し
く
て
食
べ
る
と

温
か
い
か
ら
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ

る
か
ら
で
す
。

　

冬
に
な
る
と
、
公
園
で
遊
べ

な
く
な
る
け
れ
ど
、
冬
に
し
か

出
来
な
い
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
が
あ
る
の
で
楽
し
い
で

す
。
わ
た
し
は
冬
が
大
す
き
で

す
。　
　
（
滞
米
２
年
５
か
月
）

「冬を感じること」
　　　　　　　　　　　　ピッツバーグ日本語補習校小３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大原　仁奈
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東
京
大
学
入
学
式
で
の
来
賓

祝
辞
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

今
年
は
演
劇
に
夢
中
に
な
り
す

ぎ
て
大
学
を
中
退
し
て
し
ま
っ

た
劇
作
家
・
演
出
家
の
野
田
秀

樹
氏
が
「
Ａ
Ｉ
に
は
身
体
が
な

く
、
心
が
な
い
」
と
、
受
験
勉

強
に
全
力
を
傾
け
て
き
た
だ
ろ

う
新
入
生
の
マ
イ
ン
ド
を
、
知

性
と
心
の
均
衡
の
原
点
に
立
ち

返
ら
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
総
長
藤
井
輝

夫
氏
の
祝
辞
「『
知
の
創
造
』、 

知
識
を
情
報
と
し
て
受
け
取
る

だ
け
で
な
く
、
世
界
が
ま
だ
知

ら
な
い
『
新
し
い
知
』
を
生
み

出
す
存
在
へ
成
長
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
続
い
た
。
も
ち

ろ
ん
私
は
東
京
大
学
と
は
縁
も

ゆ
か
り
も
結
べ
な
か
っ
た
。が
、

一
般
に
も
「
知
の
技
法
・
論
理
・

モ
ラ
ル
」
の
本
質
を
伝
え
て
く

れ
る
も
の
と
し
て
、
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

　

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
の
戸
谷
友
則
教
授
は
、
今

一
番
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

に
近
い
と
囁
か
れ
て
い
る
一
人

だ
。
未
観
測
の
「
ダ
ー
ク
マ
タ

ー
」
の
存
在
を
突
き
止
め
た
こ

と
に
よ
る
。

　
「
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
」
と
は
、

宇
宙
の
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の

約
4
分
の
1
を
占
め
る
「
光
を

出
さ
ず
、
他
の
物
質
と
ほ
と
ん

ど
相
互
作
用
し
な
い
」
未
だ
観

測
さ
れ
て
い
な
い
正
体
不
明
の

物
質
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
ダ

ー
ク
マ
タ
ー(

暗
黒
物
質)

」

な
ん
て
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
名

前
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
が
な

け
れ
ば
、
銀
河
は
、
我
々
は
存

在
し
え
な
か
っ
た
。
ハ
ッ
ブ
ル

望
遠
鏡
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
銀

河
の
映
像
を
思
い
浮
か
べ
て
み

よ
う
。
た
い
て
い
の
銀
河
は
、

渦
を
巻
く
円
盤
の
よ
う
な
形
を

し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
重
力
が

大
き
く
係
っ
て
い
る
の
だ
が
、

膨
張
を
続
け
る
宇
宙
で
は
矛
盾

点
が
見
つ
か
る
。
重
力
だ
け
で

は
、
銀
河
が
回
転
運
動
を
続
け

な
が
ら
霧
散
し
な
い
で
形
を
留

め
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
。
つ
ま
り
星
々
を
中
心
に
引

き
留
め
る
の
に
、
重
力
以
外
の

何
ら
か
の
力
が
働
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
が
ダ
ー
ク

マ
タ
ー
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が

重
力
も
18
番
目
の
素
粒
子
と
し

て
考
え
ら
れ
て
お
り
、「
グ
ラ

ビ
ト
ン
」
と
か
わ
い
ら
し
い
名

前
が
す
で
に
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
は
重
力
の

何
倍
も
強
い
力
で
量
も
多
い
。

銀
河
を
靄
の
よ
う
に
包
み
込

み
、
星
々
を
優
し
く
育
ん
で
い

る
母
な
る
物
質
な
の
だ
。
そ
の

存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
宇
宙
は
不
変

で
あ
る
と
信
じ
た
が
っ
た
。

　

で
は
、
戸
谷
教
授
は
ど
う
や

っ
て
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
の
存
在
を

突
き
止
め
た
の
か
。

　

宇
宙
で
はE=mc2

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
自
由
に
飛
び
交
う
素

粒
子
は
衝
突
す
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
際
、
両
方
が
消
滅
し

て
、
そ
の
質
量
が
１
０
０
％
ガ

ン
マ
線
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
換
さ
れ
る
「
対
消
滅
」
と
い

う
物
理
現
象
が
お
こ
る
。

　

戸
谷
教
授
は
、
天
の
川
銀
河

の
中
心
方
向
か
ら
放
出
さ
れ
る

ガ
ン
マ
線
を
、
08
年
に
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
に
よ
っ
て
打
ち
上
げ
ら
れ

た
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
府
機
関
、

研
究
組
織
に
よ
る
共
同
研
で
あ

る
フ
ェ
ル
ミ
ガ
ン
マ
線
観
測
衛

星
の
15
年
分
の
デ
ー
タ
を
使
っ

て
独
自
に
解
析
し
、
理
論
予
測

の
約
25
倍
も
の
頻
度
で
ガ
ン
マ

線
が
放
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

突
き
止
め
、
そ
れ
が
ダ
ー
ク
マ

タ
ー
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

物
質
の
最
有
力
候
補
と
し
て
、

未
知
の
素
粒
子
で
あ
る
Ｗ
Ｉ
Ｍ

Ｐ
（
ウ
ィ
ン
プ
）
で
あ
る
こ
と

も
導
き
出
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
に
デ
ー
タ
を
し
ら
み
つ

ぶ
し
に
調
べ
る
こ
と
は
で
き
た

だ
ろ
う
が
、
戸
谷
教
授
の
よ
う

な
発
想
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

発
見
し
た
時
の
感
動
を
大
切
に

し
た
い
。

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 AI もびっくりな発見
戸谷友則・著

 講談社・刊

■宙わたる教室（伊与原新、文春文庫）東京・新宿の定時
制高校に通う、年齢も境遇もバラバラの生徒たち。さまざ
まな事情を抱えながら夜の教室で授業を受ける彼らは、理
科教師の藤竹叶に誘われて、科学部の一員となる。彼ら
は、時に協力し合い、時にすれ違いながら「火星のクレー
ター」を再現する実験にぶつかっていく。■心を持つＡＩ
は作れるのか？いや、そもそも人に心はあるのか？（前野
隆司、ＰＨＰ新書）本書では「AIが心を持ったらどうなる
か」という問いに対し、技術的な予測ではなく「人間側の
倫理や社会のあり方がどう変わるか」という視点から語ら
れる。AIが知性や心を持つ世界で、人間にしかできないこ
とは何か。論理を超えた「共感」や「つながり」の中にこ
そ、人間の居場所があることが示唆されている。■外の世
界の話を聞かせて（江國香織、集英社）私設図書館・南天
文庫。高校1年生の陽日は、幼い頃から通い続けている。
他の子供たちが帰ったあと、運営のあやめさんと話すよう
になった。あやめさんは陽日にときどきこう言う「外の世
界のことを話して」。■俺の恋バナを聞いてくれ（新川帆立、
小学館）瓜生尊、29歳。必死に勉強して東京大学に入り
外資系戦略コンサルに就職、いわゆるハイスぺだ。ある日、
無理やり参加させられた合コン。後日、SNSにハイスぺ男
が最悪だった話というマンガがアップされた。不器用でど
こかこじらせ男たちの、愚かで心温まる６作品を収録。■父ちゃんの料理教
室（辻仁成、だいわ文庫 )作家・辻仁成から息子へ。パリでシングルファザー
になったあの日、ぼくはキッチンに逃げ込んだ。毎朝米を研ぎ、息子を笑顔
にするための料理を拵える日々。そして息子が高校生になったある日、キッ
チンで自分の料理を息子に伝えることを思い立った。調理工程の一つひとつ
に、困難な世界を生き抜くための知恵が宿る。■傘のさし方がわからない（岸
田奈美、小学館文庫）話題の自伝エッセイでドラマ化された『家族だから愛
したんじゃなくて、愛したのが家族だった』の著者の続編。ベンチャー起業
家で急逝した父。車いすユーザーの母。ダウン症で知的障害のある弟。岸田
家の笑えて泣けて、考えさせられて温かさを感じるエッセイ。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

定
時
制
高
校
の
科
学
部
が
舞
台
の
青
春
小
説
。
Ａ
Ｉ
が
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら
。

江
國
香
織
の
２
年
ぶ
り
の
長
編
。
こ
じ
ら
せ
男
の
短
編
集
。
辻
仁
成
か
ら
息
子
へ
の
料
理

レ
シ
ピ
エ
ッ
セ
イ
。
ユ
ー
モ
ア
も
涙
も
あ
る
自
伝
エ
ッ
セ
イ
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

黄
色
い
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着

た
少
年
が
、
新
聞
紙
で
一
艘
の

ボ
ー
ト
を
折
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
物
語
。
少
年
は
雨
の
中
へ

飛
び
出
し
、
水
た
ま
り
や
道
端

の
溝
に
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
て
遊

び
ま
す
が
、
ふ
と
し
た
拍
子
に

ボ
ー
ト
は
激
流
に
飲
み
込
ま
れ

排
水
溝
へ
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
流
さ
れ
た
ボ
ー
ト
は

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
無
残
な
姿

（
た
だ
の
濡
れ
た
紙
屑
）
で
見

つ
か
り
ま
す
。
意
気
消
沈
し
て

帰
宅
し
た
少
年
を
待
っ
て
い
た

の
は
、父
親
の
温
か
さ
で
し
た
。

温
か
い
コ
コ
ア
を
も
ら
っ
て
、

服
を
乾
か
し
、
次
は
父
親
と
一

緒
に
新
聞
紙
で
今
度
は
「
飛
行

機
」
を
折
る
の
で
し
た
。

　

文
字
の
な
い
絵
本
な
が
ら
、

雨
の
日
の
高
揚
感
や
切
な
さ
が

情
感
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い

る
。
最
後
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
雨

が
上
が
っ
た
晴
天
の
下
で
完
成

し
た
紙
飛
行
機
を
大
空
へ
向
か

っ
て
力
い
っ
ぱ
い
飛
ば
す
シ
ー

ン
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
物

語
か
ら
、
喪
失
感
を
乗
り
越
え

た
先
の
「
新
し
い
始
ま
り
」
と

「
親
子
の
絆
」
が
優
し
く
紡
ぎ

出
さ
れ
て
い
る
。
お
父
さ
ん
と

一
緒
に
読
み
た
い
本
。（
高
田
）

新
た
な
遊
び
を
見
つ
け
る
楽
し
さ

 『Float』
Written by Daniel Miyares

Published by Simon & Schuster Books

http://kkobo.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.idocenter.com
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多
く
の
若
者
が
、
夢
を
抱
い

て
海
を
渡
る
。
だ
が
、
そ
の
夢

を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
ほ
ん
の
一
握
り
の
者
た
ち

だ
。
ひ
と
か
ど
の
何
者
か
に
な

ろ
う
と
し
て
や
っ
て
き
た
者
た

ち
に
待
ち
受
け
る
の
は
、
線
路

の
な
い
荒
涼
と
し
た
平
原
だ
け

が
た
だ
た
だ
目
の
前
に
広
が
っ

て
い
る
。地
平
線
の
向
こ
う
に
、

必
ず
や
希
望
峰
が
あ
る
と
信
じ

て
前
に
進
む
し
か
な
い
。

　

能
塚
由
香
さ
ん
（
33
）
は
そ

の
、
希
望
峰
に
辿
り
着
き
、
夢

を
手
に
し
た
数
少
な
い
日
本
人

の
一
人
だ
。
２
０
２
５
年
か
ら

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ラ
イ
オ
ン
キ

ン
グ
の
北
米
ツ
ア
ー
に
出
演
し
、

今
月
20
日
か
ら
６
月
７
日
ま
で

は
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
で

開
演
す
る
舞
台
に
立
つ
。
幼
い

頃
か
ら
踊
る
こ
と
が
大
好
き
で
、

小
学
３
年
生
く
ら
い
で
見
た
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
感
動

し
て
、
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
に
な

り
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
た
。

　

18
歳
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ

ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
の
ダ
ン
サ
ー
と

な
り
２
０
１
２
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
へ
短
期
留
学
、
帰
国
後
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ

パ
ン
で
再
び
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

数
々
の
シ
ョ
ー
に
出
演
し
た
。

　

２
０
１
５
年
に
再
び
留
学
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
門
ア
ル
ビ

ン
・
エ
イ
リ
ー
ダ
ン
ス
ス
ク
ー

ル
に
入
学
、
２
年
目
は
ス
カ
ラ

シ
ッ
プ
を
受
け
在
籍
。
そ
の
後

は
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
と
サ
ッ
ク
ス
・

フ
ィ
フ
ス
の
ホ
リ
デ
ー
シ
ョ
ー

に
出
演
。
３
回
の
Ｏ
ビ
ザ
を
更

新
し
、
現
在
ア
メ
リ
カ
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
に
は
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ツ
ア
ー
「
パ
リ
の
ア
メ
リ
カ

人
」
と
「
南
太
平
洋
」
に
出
演
。

23
年
に
は
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
」
北
米

ツ
ア
ー
で
白
猫
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
役
で
出
演
。
24
年
フ
ロ
リ
ダ

の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
シ

ン
デ
レ
ラ
城
前
で
行
わ
れ
る
ク

37
　

５
月
は
、
髪
と
頭
皮
に
と
っ

て
「
夏
前
準
備
」
の
大
切
な
季

節
で
す
。
実
は
こ
の
頃
か
ら
紫

外
線
量
は
急
激
に
増
え
始
め
、

汗
や
皮
脂
分
泌
も
活
発
に
な
り

ま
す
。
顔
の
日
焼
け
対
策
は
し

て
い
て
も
、
頭
皮
ま
で
は
意
識

し
て
い
な
い
方
も
多
く
、
知
ら

な
い
う
ち
に
ダ
メ
ー
ジ
が
蓄
積

し
て
い
ま
す
。

　

頭
皮
環
境
が
乱
れ
る
と
、
ベ

タ
つ
き
や
ニ
オ
イ
だ
け
で
な

く
、抜
け
毛
や
髪
の
パ
サ
つ
き
、

カ
ラ
ー
の
褪
色
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
近
年
で
は
、「
髪

を
綺
麗
に
す
る
前
に
、
ま
ず
頭

皮
を
整
え
る
」
と
い
う
「
頭
皮

美
容
」
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

当
サ
ロ
ン
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ルMILBON

（
ミ
ル
ボ
ン
）
の

最
高
級
「
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
」

を
使
用
し
た
ヘ
ア
ケ
ア

を
ご
提
供
し
て
お
り
ま

す
。
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン

は
、
美
容
室
専
売
の
プ

レ
ミ
ア
ム
ラ
イ
ン
で
、

キ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ル
成
分

に
近
い
成
分
を
配
合

し
、
極
上
の
ツ
ヤ
と
な

め
ら
か
な
指
通
り
を
実

現
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
特
に

「
イ
ル
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ン
グ 

グ
ロ

ー
」
は
、
紫
外
線
や
湿
気
が
増

え
始
め
る
こ
の
季
節
の
パ
サ
つ

き
や
う
ね
り
に
最
適
で
す
。
濃

密
な
オ
イ
ル
イ
ン
処
方
に
よ

り
、
髪
の
内
側
か
ら
潤
い
と
ツ

ヤ
を
与
え
、
湿
気
に
負
け
な
い

ま
と
ま
り
の
あ
る
美
し
い
髪
へ

と
導
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
気
の
炭
酸
シ
ャ
ン

プ
ー
を
使
用
し
た
ス
カ
ル
プ
ケ

ア
で
は
、
高
濃
度
の
炭
酸
泡
で

毛
穴
汚
れ
や
余
分
な
皮
脂
を
除

去
し
、
頭
皮
を
す
っ
き
り
整
え

ま
す
。
ヘ
ッ
ド
ス
パ
に
よ
る
マ

ッ
サ
ー
ジ
は
血
行
促
進
や
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
高
く
、

眼
精
疲
労
や
首
肩
の
疲
れ
を
感

じ
る
方
に
も
好
評
で
す
。

　

お
す
す
め
は
、「
ヘ
ッ
ド
ス

パ
＋
カ
ッ
ト
」「
ヘ
ッ
ド
ス
パ

＋
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
」「
ヘ
ッ

ド
ス
パ
＋
カ
ラ
ー
」
の
組
み
合

わ
せ
メ
ニ
ュ
ー
。
夏
本
番
前
に

頭
皮
環
境
を
整
え
、
潤
い
と
ツ

ヤ
の
あ
る
髪
を
育
て
る
「
仕
込

み
美
容
」
を
ぜ
ひ
ご
体
感
く
だ

さ
い
。
現
在
、
初
回
限
定
30
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施

中
で
す
。

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。美
容
歴
30
年
。

SKIN DEEP NYC

美
容
皮
膚

科
、Yukie Natori Salon & 

Spa 

オ
ー
ナ
ー
。
日
本
で
ネ
イ

ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
。美
容
師
、

ネ
イ
リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
も
持

ち
日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト

ー
タ
ル
な
美
の
情
報
を
発
信
す

る
。

夏
前
こ
そ
始
め
た
い

「
頭
皮
美
容
」
と
ヘ
ア
ケ
ア

リ
ス
マ
ス
シ
ョ
ー
に
出
演
。
昨

年
か
ら
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
の
北

米
公
演
に
出
演
し
て
活
躍
す
る

プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
だ
。

　

ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
出
演
に
至

る
経
緯
は
「
長
か
っ
た
と
言
え

ば
長
い
道
の
り
で
し
た
が
、
ア

ジ
ア
人
と
し
て
こ
こ
に
辿
り
着

い
た
経
緯
は
早
か
っ
た
と
も
思

い
ま
す
。
私
は
と
て
も
恵
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
振
り

返
る
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受

け
始
め
た
の
は
２
０
２
０
年
か

ら
。
初
め
て
受
け
た
時
、
最
終

審
査
ま
で
進
ん
で
、
自
分
に
も

い
つ
か
は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と

確
信
し
た
。
だ
が
そ
れ
か
ら
が

長
か
っ
た
。
８
回
目
に
向
け
て

心
を
入
れ
替
え
て
い
た
と
き
、

11
月
に
な
っ
て
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
来
た
。
そ

し
て
、
２
０
２
４
年
12
月
末
か

ら
リ
ハ
ー
サ
ル
が
始
ま
っ
た
。

　

能
塚
さ
ん
の
毎
日
は
、
ツ
ア

ー
を
始
め
て
か
ら
は
、
ホ
テ
ル

と
シ
ア
タ
ー
の
行
き
来
と
い
う

日
々
が
続
い
て
い
る
。
空
い
た

時
間
は
、
身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
受
け
た
り
ク
ラ
ス
を
受
け

た
り
ま
と
め
て
ご
飯
を
作
っ
た

り
の
毎
日
。「
今
は
ツ
ア
ー
で

各
地
を
ま
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

い
つ
か
は
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
戻
っ
て
毎
日
自
分
の
ベ
ッ
ド

で
寝
て
、
そ
こ
か
ら
仕
事
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
行
く
と
い
う

生
活
を
し
た
い
で
す
」と
話
す
。

積
み
上
げ
て
き
た
実
績
が
そ
れ

を
実
現
さ
せ
る
日
が
必
ず
来
る

に
違
い
な
い
。（
三
浦
良
一
記

者
、
写
真
は
本
人
提
供
）

ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
の
舞
台
に
出
演

ダンサー

能塚由香 さん

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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ど
こ
と
な
く
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・

ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
に
は
、
ジ
ャ
ズ

の
殿
堂
と
い
っ
た
趣
が
あ
る
。

空
間
の
壁
面
に
は
、
ジ
ャ
ズ
史

に
名
を
残
す
人
た
ち
の
ポ
ー
ト

レ
イ
ト
写
真
が
飾
ら
れ
る
。
コ

ル
ト
レ
ー
ン
、
ロ
リ
ン
ズ
、
そ

し
て
エ
ヴ
ァ
ン
ス
と
こ
の
場
所

で
の
ラ
イ
ブ
録
音
が
名
盤
と
な

っ
た
彼
ら
を
筆
頭
に
伝
説
の
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
面
影
が
揃
う

中
、
現
役
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ブ

ラ
ッ
ド
・
メ
ル
ド
ー
の
肖
像
が

そ
こ
に
加
わ
る
。

　

30
年
近
く
前
、
こ
こ
で
メ
ル

ド
ー
の
ラ
イ
ブ
を
初
め
て
見

た
。
当
時
か
ら
テ
ク
ニ
ッ
ク
は

秀
で
、
米
国
内
外
で
フ
ァ
ン
を

獲
得
し
て
い
た
が
、ヒ
ッ
ト
作
、

話
題
作
、
意
欲
作
を
発
表
し
続

け
、
現
代
ジ
ャ
ズ
を
代
表
す
る

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ひ
と
り
と
な
っ

た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
当
初
か
ら
共
演
す

る
ベ
ー
ス
の
ラ
リ
ー
・
グ
レ
ナ

デ
ィ
ア
、
現
在
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

引
っ
張
り
だ
こ
の
ド
ラ
ム
の
マ

ー
カ
ス
・
ギ
ル
モ
ア
と
組
ん
だ

メ
ル
ド
ー
の
ラ
イ
ブ 新元良一　No.14

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ダ
ン

サ
ー
、
中
川
恵
美
子
が
、
こ
の

ほ
ど
２
０
２
６
年
度
の
ダ
ン
ス

マ
ガ
ジ
ン
「"25 to W

atch"

（
世
界
で
見
る
べ
き
25
人
）」
の

一
人
に
選
ば
れ
た
。
同
マ
ガ
ジ

ン
は
米
国
の
ダ
ン
ス
専
門
雑
誌

で
、
約
１
０
０
年
の
歴
史
が
あ

る
。
毎
年
1
月
号
に
組
ま
れ
る

同
特
集
に
選
ば
れ
る
こ
と
で
、

多
く
の
著
名
人
の
目
に
名
前
が

と
ま
る
可
能
性
が
上
が
る
な

ど
、
ダ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
こ
れ
ま
で
日

本
人
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
会
式
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
し
た
日
本
を
代
表
す
る
タ

ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
、
熊
谷
和
徳
さ

ん 

が
い
る
。
25
人
を
選
ぶ
の

は
、
同
誌
編
集
部
。
こ
れ
ま
で

の
実
績
、評
価
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
更
に
上
へ
行
く
べ
き

人
か
ど
う
か
と
い
う
将
来
性
、

本
人
の
個
性
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

性
な
ど
か
ら
判
断
す
る
。
業
界

人
の
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
の
イ
ン

パ
ク
ト
パ
ワ
ー
も
大
き
い
。
そ

の
選
ば
れ
た
25
人
の
受
賞
ス
テ

ー
ジ
が
さ
る
４
月
27
日
、
ビ
ク

ト
リ
ア
・
ア
ポ
ロ
ス
テ
ー
ジ
で

行
わ
れ
た
。
中
川
さ
ん
は
「
私

自
身
も
、
今
回
の
掲
載
を
き
っ

か
け
に
、
実
際
に
出
演
の
オ
フ

ァ
ー
も
多
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
賞
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
研
鑽
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
喜
び

を
語
っ
て
い
た
。東
京
都
出
身
。

中
川
恵
美
子

世
界
で
見
る
べ
き

25
人
に
選
ば
れ
る

　

ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
松

尾
恵
理
佳
が
６
月
25
日
（
木
）

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
ジ
ャ
ズ

ク
ラ
ブFIVE SPOT JAZZ

（
東

９
丁
目
２
９
１
番
地
）
に
て
、

9
枚
目
の
ア
ル
バ
ム
『
巡
り
ゆ

く
』
リ
リ
ー
ス
ラ
イ
ブ
を
開
催

す
る
。開
場
は
午
後
７
時
30
分
、

ラ
イ
ブ
は
８
時
と
10
時
か
ら
の

２
回
。

　

藤
吉
久
美
子
、
川
野
太
郎
、

黒
谷
友
香
出
演
の
映
画
『
シ
・

ン
・
ラ
・
イ
』
の
主
題
歌
『
巡

り
ゆ
く
』
を
収
録
し
た
同
作
品

の
リ
リ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト
と
な

る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
エ
リ
オ
・
ア
ル
ヴ
ェ
ス
、

ギ
タ
リ
ス
ト
の
ホ
ア
ン
チ
ョ
・

ヘ
レ
ラ
、
ベ
ー
シ
ス
ト
の
モ

ト
・
フ
ク
シ
マ
、
ド
ラ
マ
ー
の

ロ
ー
ネ
ン
・
イ
ツ
ィ
ッ
ク
を
迎

え
た
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
。
ジ
ャ
ズ

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
は
じ
め
、
ブ

ラ
ジ
リ
ア
ン
・
ポ
ッ
プ
ス
、
ボ

サ
ノ
バ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
曲
ま

で
を
披
露
す
る
。
入
場
料
20
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

fi vespotjazz.com

を
参
照
。

松尾恵理佳
FIVE SPOT JAZZで

「巡りゆく」リリースライブ
　

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
プ

ロ
の
舞
踊
家
た
ち
で
結
成
さ
れ

た
舞
踊
作
家
協
会
（
東
京
）
は

８
日
、
東
京
江
東
区
の
豊
洲
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で

２
４
６
回
目
と
な
る
連
続
公
演

を
行
い
、
Ｎ
Ｙ
で
20
年
間
、
現

代
舞
踊
家
と
し
て
活
躍
し
た
田

中
い
づ
み
さ
ん
が
芸
術
監
督
を

務
め
、
新
作
も
披
露
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
同
じ
く
芸
術
監

督
の
日
本
舞
踊
の
花
柳
面
さ
ん

と
テ
ー
マ
を「
い
の
ち
の
彩
り
」

と
定
め
、
日
舞
、
韓
国
舞
踊
、

ス
ペ
イ
ン
舞
踊
、
現
代
舞
踊
の

舞
踊
家
た
ち
12
人
が
、
テ
ー
マ

に
合
わ
せ
た
12
作
品
を
公
演
し

た
。
取
り
を
務
め
た
田
中
さ
ん

は
新
作
「fedelity 

〜
碧
の
記

憶
〜
」
を
発
表
し
た
。
真
っ
白

な
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
衣
装
で
登
場

し
、
水
音
や
生
き
物
の
声
の
な

か
を
環
境
を
愛
で
る
よ
う
に
進

ん
で
い
く
。
そ
の
後
表
情
は
一

変
し
、
葛
藤
や
迷
い
、
恐
ろ
し

い
も
の
を
観
て
し
ま
っ
た
時
に

や
る
せ
な
さ
や
哀
れ
さ
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
昨
年
「
今
を
生
き

る
」
を
テ
ー
マ
に
舞
踊
家
50
周

年
公
演
を
行
っ
た
田
中
さ
ん
は

「
母
を
一
昨
年
前
に
亡
く
し
た

環
境
で
、
こ
の
先
、
自
分
が
ど

の
よ
う
に
生
き
て
行
く
か
、
不

安
の
中
に
ど
う
希
望
を
見
出
す

か
が
自
分
の
『
今
』
で
も
あ
る
」

と
話
し
て
い
た
。
田
中
さ
ん
の

母
、
故
石
川
須
妹
子
氏
は
日
本

の
現
代
舞
踊
界
の
巨
匠
と
し
て

知
ら
れ
、
共
に
ダ
ン
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
を
運
営
し
て
い
た
が
石
川

氏
は
２
０
２
３
年
５
月
に
享
年

97
歳
で
亡
く
な
っ
た
。「
渦
巻

く
記
憶
の
中
で
、
心
に
兆
す
あ

の
日
」
を
表
現
し
た
今
回
の
作

品
に
つ
い
て
も「
母
と
の
記
憶
、

母
へ
の
想
い
を
表
現
し
た
。
母

が
生
存
中
に
は
こ
こ
ま
で
母
の

存
在
を
意
識
し
た
事
は
な
か
っ

た
が
、
母
亡
き
後
、
や
は
り
踊

り
の
師
で
も
あ
る
事
か
ら
、
未

だ
に
そ
の
想
い
が
募
る
」
と
話

し
て
い
る
。

　

田
中
さ
ん
は
幼
少
期
に
ダ
ン

ス
を
始
め
、
大
学
卒
業
後
に
文

化
庁
派
遣
在
外
研
究
員
と
し
て

渡
米
、
１
９
８
７
年
か
ら
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
し
作
品

制
作
や
公
演
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
舞
踊
教
育
学
科
で
講
師
も

務
め
た
。
２
０
０
７
年
に
帰
国

し
、
現
在
は
石
川
須
妹
子
・
田

中
い
づ
み
ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ

ー
（
練
馬
区
小
竹
町
）
で
指
導

す
る
傍
ら
現
代
舞
踊
協
会
の
理

事
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
日

本
の
現
代
舞
踊
界
の
発
展
に
努

め
て
い
る
。

（
浜
崎
都
、
写
真
・
腰
山
大
雅
）

現
代
舞
踊
家
、
田
中
い
づ
み

作
家
協
会
の
公
演
で
新
作
披
露

　

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
活
動
す
る
プ

ロ
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
髙
山
ま

り
が
所
属
す
る
バ
レ
エ
団
「
ア

イ
ク
ン
・
バ
レ
エ
シ
ア
タ
ー
」

が
５
月
30
日
（
土
）
と
31
日

（
日
）、
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ

イ
ド
に
あ
るTheater at St. 

Jean

（
東
76
丁
目
１
５
０
番
地
）

に
て
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」
の

公
演
を
行
う
。

　

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
は
、
ス
ペ

イ
ン
を
舞
台
に
し
た
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
バ
レ
エ
作
品
で
、
主
人
公

キ
ト
リ
と
恋
人
バ
ジ
ル
の
恋
物

語
。
コ
ミ
カ
ル
で
華
や
か
な
踊

り
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
、
世
界

中
で
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
人
気

作
品
で
あ
る
。
髙
山
は
、
こ
れ

ま
で
全
米
各
地
で
『
く
る
み
割

り
人
形
』の
金
平
糖
の
精
な
ど
、

多
く
の
主
役
・
ソ
リ
ス
ト
役
を

務
め
て
お
り
、
今
回
の
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
で
は
主
役
キ
ト
リ
役

と
し
て
出
演
す
る
。

チケット・詳細は https://feverup.com/m/623905/
de?utm_source=google&utm_medium=live_

events-&utm_campaign=623905_nyc&session_
id=427461156&date=2026-05-30&bf=itemised&source=ev

髙山まり
ドン・キホーテ公演
５月30日に出演

4
月
末
の
こ
の
日
の
ト
リ
オ
。

久
し
ぶ
り
に
ラ
イ
ブ
を
聴
く
メ

ル
ド
ー
は
、
さ
ら
に
深
み
を
増

し
た
よ
う
だ
っ
た
。「
ヴ
ォ
イ

ス
」
は
文
学
批
評
で
よ
く
使
わ

れ
る
言
葉
だ
が
、
そ
の
ピ
ア
ノ

の
音
色
は
奏
者
の“

声”

を
浮

か
び
上
が
ら
せ
て
い
た
。　

　

最
も
象
徴
的
だ
っ
た
の
が
、

映
画
『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
』
の
挿
入
曲
〈
サ

ム
シ
ン
グ
・
グ
ッ
ド
〉
の
演
奏

だ
。
映
画
で
は
、
困
難
を
乗
り

越
え
た
末
に
た
ど
り
着
く
愛
の

喜
び
を
、
主
役
２
人
の
男
女
が

確
か
め
合
う
場
面
で
の
ト
ラ
ッ

ク
が
、
メ
ル
ド
ー
に
よ
る
繊
細

な
タ
ッ
チ
の
ピ
ア
ノ
に
導
か
れ

る
と
、
別
の
楽
曲
に
聞
こ
え
て

く
る
か
ら
不
思
議
だ
。
優
れ
た

小
説
に
出
会
う
と
、
行
間
か
ら

読
み
と
れ
る
も
の
が
感
動
を
呼

ぶ
の
に
似
て
、
原
曲
同
様
に
ゆ

っ
く
り
と
し
た
テ
ン
ポ
で
奏
で

ら
れ
る
音
の
一
つ
ひ
と
つ
と
そ

の
間
の
残
響
に
、
静
か
で
は
あ

る
が
強
い
奏
者
の
思
い
が
立
ち

現
れ
る
気
が
し
た
。

　

そ
れ
は
、
混
乱
し
苦
悶
の
時

代
に
あ
っ
て
も
決
し
て
諦
め

ず
、
歯
を
食
い
し
ば
り
強
風
に

耐
え
生
き
て
い
く
人
々
の
勇
気

を
讃
え
る
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
に
思
え

た
。
自
分
の
サ
ウ
ン
ド
を
求
め

て
い
た
若
か
り
し
頃
の
メ
ル
ド

ー
は
、
30
年
の
月
日
を
経
て
、

い
く
つ
か
の
大
き
な
経
験
を
通

じ
、
大
衆
の
心
を
動
か
す
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
い
う
地
点
に
到
達
し

て
い
た
。

（
に
い
も
と
・
り
ょ
う
い
ち
、

作
家
）

http://hinomaru-limo.com
mailto:meiseimotors@aol.com
https://feverup.com/m/623905/de?utm_source=google&utm_medium=live_events-&utm_campaign=623905_nyc&session_id=427461156&date=2026-05-30&bf=itemised&source=ev
https://www.fivespotjazz.com



